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■メディアとの接触（10年前との比較）�
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10年前と比べ、「新聞を読む」ことが減り、�
「テレビゲームをする」が増える。�

今回調査�
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『モノグラフ・中学生の世界』では、1990年 10月～ 12月と今回、ほぼ同
じ調査項目で調査を実施している。�
変化が目立つのは、テレビゲームをする中学生の増加と新聞を読む中学生
の減少という傾向である。�

（　 p.26）�
�
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◆調査概要　対象●東京・千葉・埼玉の公立中学校の生徒2,001名（男子1,057名、女子944名）　
　　　　　　時期●2001年 10月～12月�
　　　　　　方法●学校通しの質問紙調査�

子どもを取り巻く環境が変化している。中でも特に大きな変化の１つが「電子メディア化」の
進展である。�
例えば、三世代家族をイメージすると、祖父母はラジオ世代、父母はテレビ世代、子どもは電
子メディア世代の育ちとなり、世代間の感覚のズレもある。�
そうした中で、今の中学生が多様なメディアをどう活用し、周囲の人々や社会とどのようにか
かわっているのか。いくつかの項目で調査した結果をもとに探り、これからの社会の中で、中
学生が電子メディアとどう向き合っていけばよいのかを考えたい。�

中学生とメディアとの接触�

子ども部屋には自分専用のテレビがあり、お気に入りのＣＤやＭＤをきけるオーディオ
設備がある。手元には、携帯電話もある。マンガの単行本や雑誌が置かれている。もちろ
ん、ゲームや参考書も並んでいる。メールを送ったり、インターネットで探索をしたい
ので、自分の部屋にも、パソコンが欲しいと思っているのではないか。�

中学生にとっての電子メディア化とは�

電子メディア社会の進展は子どもの成長に様々な影響を与えることが予想さ
れる。�
　　　　　　☆情報や知識の増大　　　★直接体験の矮小化�
　　　　　　☆人間関係の広がり　　　★ひきこもり�
　　　　　　☆自尊感情の高まり　　　★自信喪失　�

電子メディア社会での成長の功罪�

中学生へのメディア・リテラシーの育成が課題。中でも「情報を取捨選択
する力を育てる」ことは重要である。�

これからの指導の方向性�
�
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■パソコンを自由に使える場所� ■テレビ・ビデオ・テレビゲーム機の所有状況�

■自分専用の携帯電話・PHSを持っているか�
　×性�

■おとなになったとき必要な能力�

「とても必要」の割合�

2

メディアの所有状況─多様なメディアと接触�
�
�

3
おとなになったとき、必要な力�
─「コンピュータを使える」は「とても必要」�
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■部活動（文化系の部活動で積極的）×�
　パソコンの利用�
�

■読み書きの力（「好き」）×パソコンの利用� ■学業成績×パソコンの利用�

4
電子メディア化の光＝パソコンを活用できる生徒�

─文科系のまじめな生徒�
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■学校生活の乱れ（授業中いねむりをする）×�
　パソコンの利用�
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5
電子メディア化の影＝長い時間携帯電話を使う生徒�
─精神的に不安定な逸脱傾向のみられる生徒�
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これからの学校における指導�
─調査結果が示唆するもの─�

電子メディア化はこれから先ますます速度を速め、広範囲に及んでこよう。

それだけに、単なる規制では状況に対応できない。メディアへの対応力、つ

まり、メディア・リテラシーの育成が重要になる。�

�

�

�

メディアの教育は①メディアへのアクセス、②情報を取捨選択、③自己発信

の３要素が成り立つと言われる。この３領域は、見方を変えると、①アクセ

スし、②取捨選択し、③表現するというメディア・リテラシー指導のステッ

プでもある。そして、メディア教育というと、第１段階の①の「アクセス」

に関心が集まりがちだ。しかし、アクセスのしやすさはこれから先さらに進

むと見込まれるし、アクセスそのものが進歩するから、それほど重要ではな

い。さらに、③の自己発信についても、質のよい情報を発信するためには、

その年齢なりに、問題に対して深い理解力や鋭い洞察力を持つことが肝要に

なる。�

このように考えてくると、中学生のメディア・リテラシーを育てるために中

心となるのは、②の「情報を取捨選択する力を育てる」であろう。メディア

の伝達する多様な情報の中から、真意を確かめ、質のよい悪いを見極め、自

分が必要としている情報を入手する。そうした情報を弁別する力を育てるこ

とは、電子メディア社会に生きるための基本と考えられる。�

�

�

�

①個別学習が前提�

②集団学習とのかかわりが大事�

③状況に応じた単元選択�

④綿密な指導案作りがカギ�

⑤伝達から支援への転換�

メディア教育で大事にしたいのは、子ども自身の探究心であろう。それだけ

に、メディア教育にあたって、教師はこれまでのような情報の伝達から、子

どもの学習の支援へ、指導態度を転換させる必要があろう。�

�

2　情報の取捨選択がカギ�

3　メディア教育の視点�

1　メディア・リテラシーの育成がカギ�
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●電子メディア環境があたり前

どこの家庭でもよいが、子ども部屋をのぞいて
みよう。子ども部屋には自分専用のテレビがあり、
お気に入りのＣＤやＭＤをきけるオーディオ設備
がある。手元には、買いしぶる親に頼み込んで手
にした携帯電話もある。マンガの単行本や雑誌が
乱雑に置かれている。もちろん、ゲームや参考書
も並んでいる。メールを送ったり、インターネッ
トで検索をしたいので、居間にあるパソコンとは
別に、自分の部屋にも、旧型でいいからパソコン
が欲しいが、親が許してくれそうにない。
どこにでも見られるような、平均的な子どもの

姿だが、20年前、あるいは、15年前、自分専用の
テレビを持つ子どもはいなかったし、パソコンや
携帯電話は、おとなでも手にふれる経験が少なか
った。
メディアの変化は、なし崩しに進むので、流れ

の中に身を置いていると、変化に気がつきにくい。
しかし、何年間が経つと、環境が大きく変わって
いるのに気づく。それでも、おとなたちは、年齢
にもよるが、白黒テレビを見たり、指先で電話の
ダイヤルを回したり、カセットテープで音楽をき
く体験を持っている。したがって、過去との比較
で、現在をとらえることができる。
しかし、子どもたちは、身の回りにワイドなテ

レビやＭＤ、携帯電話があるのがあたり前という
感覚の中で育っている。そうした子どもの感覚を
恵まれた環境に甘えていると非難しがちだ。しか
し、それは水道や電気のある暮らしに慣れたおと
なに、以前より暮らしが豊かになったのだから感
謝して暮らせというのに似ている。水道のない暮
らしは大変だったろうとは思う。そうはいっても、
いつでも、水道の水は出ているのだから、水道の
ある暮らしをあたり前に思い、むしろ、温度調節
のできる湯沸し器をつけたいと思う。
子どもには、長い時間という意味での過去がな

く、現在しか生きていないので、現在がすべてに
なる。つまり、現在の子どもは電子メディア社会
の中で生まれ、育っているのであるから、電子メ
ディアに違和感を持たないのは当然であろう。し
かし、子どもの感じ方はともあれ、そうした現在
の子どもの育ちが、これまでの子どもの育ちと異
なるのは確かであろう。
子どもが電子メディアに接するようになったの

は、テレビゲームが発売され、ゲームソフトに子
どもが魅了された1980年代初めであろう。そうな
ると、今年高校を卒業する世代あたりが、電子メ
ディア社会の一期生となる。
一期生の世代が成長の過程なのであるから、電

子メディア社会の成長がどういう問題をもたらす
かに具体的な結論がでるのは、少し先の話になる。
しかし、その間にも、電子メディア世代は次々と
成長していく。しかも、この10年の変化を視野に
入れると、これからの変化はさらに激しく、急速
なテンポで進展すると思われる。それだけに、将
来が不透明で見通しをつけにくいとしても、現在
予測できる範囲で、電子メディアの社会の成長が
どういう問題を引き起こすのか、功罪をあわせて
検討し、弊害を最小にする努力を重ねることが大
事になろう。

●電子メディア社会の成長特性

子どもが変わったといわれる。考えてみると、
子どもをとりまく環境が変わり、そうした変化を
受けて、子どもが変質したのであろう。環境の変
化はさまざまな角度から説明できるが、その中で、
最も大きな変化は、すでにふれたような電子メデ
ィア化の進展であろう。
現在の成長を電子メディアに囲まれたとするな

ら、それ以前の成長を特徴づけるのはテレビを友
とした成長となる。テレビが子どもになじみ深い
ものになったのは、テレビの受信契約台数が１千
万台に達し、テレビが２軒に１台の割合で普及し

は　じ　め　に�

電子メディア社会の�
中での成長�

深谷昌志�
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た昭和37年前後のことになる。したがって、昭和
37年以降に生まれた子どもはテレビのある環境で
生まれ、テレビを子守歌代わりに育ったテレビ第
一世代になる。そうした世代は現在30代後半にな
り、小・中学生の親世代である。
昭和37年以前に生まれた人はラジオ世代になる

が、昭和30年生まれも、大正、そして明治生まれ
も、子ども時代にテレビがなかったという意味で
は同じ状況に育っている。
したがって、三世代家族の場合、祖父母はテレ

ビのない時代に生まれたラジオ世代、父母はテレ
ビ世代、子どもは電子メディア世代の育ちとなる。
したがって、メディア的にみると、三世代がそれ
ぞれ異なる育ちをしているので、理解しにくい面
も生じてこよう。
それでは、電子メディアに囲まれた現代の子ど

もたちの成長には、父母や祖父母の時代と比べ、
どういう特性が認められるのであろうか。

１）家族からパーソナルへ
父母の子ども時代、テレビは一家に１台しかな

く、居間に家族が集まり、「８時だよ！全員集合」
や「ザ・ベストテン」などを見るのが家族団らん
の風景だった。祖父母の時代も、居間で、「話の
泉」や「二十の扉」などに耳を傾けたといわれる。
いわば、家族の中心にメディアが位置する構図

である。それに対し、現在では、家にあるテレビ
の台数が増え、テレビが自分専用となり、パーソ
ナル化している。子ども部屋にはテレビに加え、
オーディオの装置やゲームもある。現在の子ども
は居間ではなく、自分の部屋をパーソナル・スペ
ースとして、そこを根城とする生活を送っている。

２）モノからマルチへ
父母の子ども時代、テレビは一家に１台と決ま

っていた。オーディオの装置も１台だった。家に
あるメディアは、それぞれ１台ずつしかない「モ
ノ（ワン）」の時代である。現在では、テレビや
オーディオはむろん、電話も、それぞれが専用の
ものを持つ「マルチ」の時代である。同種のもの
が数多くというだけでなく、種類も多いという意
味での「マルチ」である。
子どもサイドに立つと、自分の部屋には、マン

ガ雑誌やＭＤ、ゲーム、テレビなど、多くの種類
のメディアがあるので、そうしたメカニックな友
を相手にしていると、孤独を感じることがない。
充足感を味わえるのは、部屋の中にいるときとい
う感じである。

３）ゼロから無限へ
祖父母の子ども時代、子ども部屋にいるだけで

は、雑誌を読むことはできても、新しい情報はほ
とんど入手できなかった。父母の子ども時代でも、
居間のテレビは娯楽として楽しめても、部屋の中
に情報は入ってこないし、個人的な情報を得る機
会は少なかった。子ども部屋では、新しい情報の
入手はゼロに近い時代である。
それに対し、現在では、子ども部屋の中に、ビ

デオ機能があるので、欲しい情報を復元できるし、
部屋にパソコンがあれば、子どもでも情報を探索
でき、情報の発信もできる。子どもでも、部屋に
いながら、無限に近い情報を受信し、発信できる
時代を迎えている。

４）努力からイージーへ
祖父母の子ども時代、雑誌を読むには、字を覚

え、文を理解する力が必要だった。だから、子ど
もは年齢に応じた雑誌に接することはできても、
おとなの雑誌を読むにはかなりの努力が必要だっ
た。
しかし、現在では、ボタンを押すだけで、テレ

ビの映像が映り、ＣＤが鳴り始め、パソコンが作
動する。自分がほんの少し働きかけるだけで、多
様な質の高い情報を入手できる。努力が求められ
ずに、イージーな感じで、情報を入手できる時代
である。
このように考えてくると、子ども部屋の中で、

①自分専用の、②多くのメディアと接しながら、
③多くの情報を、④簡単に入手できるのが、現在
の子どもをめぐる状況であろう。

●電子メディア社会での成長の功罪

現在の子どもにとって、電子メディア時代を感
じさせるのは携帯電話であろう。携帯電話の操作
は簡単だ。携帯電話を持っていれば、単純な操作
で、時間を超え、場所を超えて、誰とでもコミュ
ニケーションがとれる。これまで、友だちと会お
うと思うと、会う場所を決めることが必要になる
し、夜遅くは連絡を取れない。しかし、携帯電話
は、時間の制約や場所の限定を超越して友だちと
コンタクトすることを可能にした。
労力の少なさと比較して、多くの利便を期待で

きる。高校生を取り巻くメディアは、携帯電話の
他にも、コンポやテレビゲームも軽便さを備えて
いる。コンポは頭だしやリピートが可能だし、サ
ウンドも自分の好みに選択できる。もちろん、さ
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まざまな形での録音も可能だ。
そうした便利なメディアに囲まれていると、メ

ディアのある空間が快適になる。そして、自分の
部屋で、心のままに、いくつかのメディアを操作
して、ゆったりとくつろぐのが至福の時となろう。
部屋の中での自分は、ただ１人の権威者で、ス

トレスもなく、好きなままの行動をとれる。特に
自分の好みの音響が流れるし、ビデオは自分で録
画したものだ。加えて、現在のテレビゲームは映
像がシャープなので、臨場感を味わいつつ、自分
なりにアタックができる。
そうした環境の中で生活していると、１人でい

ることが快適だし、自分流に生きている気持ちが
する。部屋から外へ出て、人とふれあうことが億
劫になりやすい。そう考えると、「ひきこもり」
は現代の子どもが陥りやすい心の状況のように思
われてくる。
青少年の回りに、多様なメディアがある。しか

し、あらためてふれるまでもなく、メディアはあ
くまでメディアで、使い方は個人の問題になる。
携帯電話を例にしても、電話を友人や恋人と話

すためのメディアとして使うのが一般的であろう
が、多様な情報を探索することも可能だ。高校生
でも、パソコンをゲーム機として使える一方、イ
ンターネットなどで情報を収集したり、発信した
りすることもできる。
そうした意味では、電子メディア社会の場合、

多様なメディアを自分の休息や気晴らしのために
使うことも１つの接し方だ。一方、メディアの機
能を駆使して、自己開発や知的な探求のために活
用するのもメディアとの別の接し方となる。
そうした多様で新しい問題を含んでいるので、

これまで電子メディア社会の到来の意味を明らか
にすることは、多くの意欲的な研究者の考察対象
だった。現在では、まだ解明されない部分が多い
が、いずれにせよ、子どもの成長にとっても、電
子メディア化はマイナス面、あるいはプラス面だ
けでなく、功罪両面をもたらすと考えられる。

１）情報や知識の増大と直接体験の矮小化
テレビを見ているだけでも、瞬間に多くの情報

が押し寄せる。知識が飛躍的に拡大するのは確か
だが、その反面、映像は間接体験なので、直接体
験が減り、生の経験に欠ける子どもが育つ。
しかも、間接体験のみを重ねていくので、バー

チャル・リアリティー（仮想現実）の世界をリア

ル（現実）と思い込む可能性が生まれてくる。そ
れだけに情報化社会では、皮肉なことに、昔なが
らの生の体験を、子どもに重ねさせることが重要
になる。

２）人間関係の広がりとひきこもり
電子メールを利用すれば、地域や年齢を超えて、
社会が広がり、多くの未知の人と接触するのが可
能になった。子どもでも、おとなのチャットに加
われるし、遠く離れた地域の人との交流も可能だ。
その反面、深夜に１人でテレビゲームをすること
に象徴されるような、ひきこもり的で、非社会的
な子どもが育つことも事実である。
子ども部屋に１人でいるのに慣れているので、

友だちと教室にいるだけでプレッシャーになる。
そして、教室内のささいなことでも、争いの元に
なる。なにしろ、友だちと遊んだ経験に乏しいか
ら、友だちとのつきあい方がわからない。最近の
いじめや授業の荒れなどの背景に、そうした人間
関係の未成熟さがみられる感じがする。それだけ
に、子どもたちに人間関係の体験をいかに積ませ
るかが重要になる。

３）自尊感情の高まりと自信喪失
パソコンを操って、海外などの未知の情報を入

手できる。そうした体験を重ねていれば、自分に
自信を持てる。多くの子どもが電子メディアに積
極的にたくましく接している。メディアを自分サ
イドに引き寄せて活用している子どもが多い。
そうした反面、メディアに溺れる子どもがいる

のは確かであろう。部屋の中で、ねくらに夜遅く
まで、パソコンのゲームに興じる。朝は眠いし、
学校の授業にも関心を持てず、自信喪失気味にな
る。
メディアの伝える情報の中には、質的に問題の

多いものも含まれていよう。しかし、俗悪といわ
れる情報に接してもおぼれず、多様な情報の渦の
中から、自分で判断して、適切な情報を集め、活
用していく。そして、自分らしさを形成する。メ
ディア・リテラシーとよばれる、そうした情報を
取捨選択する力を育てることが重要になろう。
こうみてくると、電子メディア社会では、①生

の体験を積ませる、②友だちづきあいを大事にし
て、人間関係を育てる、③情報を取捨選択する能
力を育成することが課題になるように考えられ
る。
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１．平日の時間の使い方

表１－１は学校がある日の就寝時間についてま
とめたものである。全体の傾向をみると、「夜11
時頃」が最も多く31.8％となっている。また、夜
更かしをするために１限目は授業に集中できない
生徒が多いと聞くが、「深夜２時以降」に寝てい
る生徒が7.9％いることが目につく。性別でみる
と、男子よりも女子の方が「12時以降」に寝る割
合が高く、男子の46.1％に対し、女子は54.4％と
なっている。また学年が上がるごとに就寝時間は
遅くなり、「12時以降」に寝る割合は１年生が
30.9％、２年生が48.5％、３年生は72.8％と増加
する。３年生の場合、「深夜2時以降」に寝ている

割合も高く、全体の13.6％となっている。
表１－２は学校がある日の時間の使い方につい

てである。「０分」の割合をみると、「パソコンを
使う」が最も多く54.2％、次いで「テレビゲーム
をする（40.7％）」「友だちと電話をする（33.2％）」
という順になっており、中学生にとってパソコン
はまだまだ身近なツールではないことがわかる。
「１時間１分以上」の割合が多い項目は「テレビ
を見る」が最も多く82.0％、次いで「勉強をする
（29.3％）」「テレビゲームをする（23.4％）」とな
っており、圧倒的にテレビの視聴時間が長い。ま
た、今回調査をした中学生の７割が「１時間以下」
しか自宅で勉強していない。中でも16.8％が「０
分」、つまりまったく勉強しなかったと回答して
おり、中学生の勉強離れが目につく。
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第１章�

中学生の日常生活�
深谷野亜�

■表１－１　学校がある日の就寝時間×性・学年
（％）

10時以前 11時頃 12時頃 1時頃 2時以降

全　体 18.1 31.8 29.0 13.2 7.9

男　子 22.3 31.5 25.6 11.3 9.2

女　子 13.5 32.1 32.8 15.3 6.3

１　年 30.3 38.8 20.1 7.6 3.2

２　年 16.3 35.2 30.2 10.9 7.4

３　年 6.8 20.4 37.4 21.8 13.6

■表１－２　学校がある日の時間の使い方
（％）

0分 1～3０分 31分～1時間以下 1～2時間以下 2～3時間以下 それ以上

テレビを見る 0.7 4.0 13.2 26.9 25.7 29.4

家の人と話をする 6.0 44.2 28.2 7.7 4.8 9.0

勉強をする 16.8 27.4 26.6 16.2 8.1 5.0

友だちと電話をする 33.2 51.8 10.2 3.3 0.8 0.8

テレビゲームをする 40.7 15.3 20.7 14.1 4.6 4.7

パソコンを使う 54.2 20.7 15.5 5.1 2.3 2.2
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表１－３は時間の使い方について、性別・学年
別にまとめたものである。表の数値は「１時間１
分以上」を意味している。性別によって５％以上
差が開いた項目は、「家の人と話をする」「勉強を
する」「テレビを見る」「テレビゲームをする」の
４項目である。女子は家の人との会話や勉強とテ
レビ、男子はテレビゲームの時間がそれぞれ長く
なっている。学年についてみると、特に目につく
項目は「勉強をする」で、１年生は19.7％、２年
生は15.3％と微減傾向にあるが、３年生では
55.0％と大きく増加する。逆に「テレビを見る」
「テレビゲームをする」については１年生から２
年生にかけて増加し、２年生から３年生では減少
に転じる。生活時間から、中学生にとって２年生

はいわば中休みの時期であり、一番勉強せずに遊
んでいる時期と言えるようである。
表１－４は体調についてである。「とてもそう」

と「わりとそう」を合わせた割合は「目が疲れる」
「朝、なかなか起きられない」が共に６割を超え
ており、テレビの視聴時間の長さや睡眠時間の短
さが影響していると思われる。

２．価値観

表１－５は、今の学年になってからの経験を逸
脱的行動をあげて尋ねている。「しない」割合が
全般的に高く、「夜12時をすぎても家に帰らない」
「髪の毛の色を変える」については９割、「授業に
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■表１－３　学校がある日の時間の使い�方�×�性・学年�
（％）�

男子� 女子� 1年� 2年� 3年�
友だちと電話をする� 2.7 7.4 2.9 5.4 6.3
パソコンを使う� 9.2 10.1 7.7 10.6 10.9
家の人と話をする� 15.9 27.8 22.0 19.8 22.7
勉強をする� 25.8 33.1 19.7 15.3 55.0
テレビゲームをする� 36.1 9.0 21.6 27.0 21.3
テレビを見る� 78.4 86.3 81.3 85.9 78.8

「�１時間１分以上�」�の割合�

■表１－４　現在の体調�
（％）�

とてもそう� わりとそう� あまりそうでない�ぜんぜんそうでない�
貧血気味だ� 7.2 11.1 30.5 51.3

18.3
いつもイライラしている� 8.9 17.5 42.6 31.0

26.4
朝、�食欲がない� 15.0 17.4 32.5 35.0

32.4
肩がこる� 16.6 27.4 28.5 27.5

44.0
やる気がでない� 17.0 30.4 34.5 18.0

47.4
朝、�なかなか起きられない�35.2 28.9 22.0 13.9

64.1
目が疲れる� 26.6 39.2 20.0 14.1

65.8

■表１－５　今の学年になってからの経験�
（％）�

よくする� ときどきする� 何回かある� しない�
ゴミを道に捨てる� 10.5 13.4 30.3 45.7
授業中いねむりをする� 9.1 12.2 30.6 48.2
学校に遅刻する� 3.8 6.7 20.2 69.4
授業に遅刻する� 1.6 3.9 18.1 76.3
髪の毛の色を変える� 1.9 1.8 6.2 90.1
夜12時をすぎても家に帰らない�1.4 0.9 5.6 92.1
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遅刻する」が76.3％、「学校に遅刻する」が69.4％
と大多数の中学生が「しない」と回答している。
比較的行っている行為でも、「よくする」と「と
きどきする」を合わせて「ゴミを道に捨てる」は
23.9％、「授業中いねむりをする」は21.3％にとど
まっている。
表１－６は価値観についてまとめたものであ

る。「とてもそう思う」と「わりとそう思う」を
合わせた割合は、「将来よりも今を楽しみたいと
思う」が最も多く55.1％、次いで「世の中はお金
次第だ（48.6％）」「いい大学に進学しても意味が
ないと思う（39.6％）」となっている。さすがに
「成人するまでは悪いことをしてもかまわない」
については7.4％と少ないものの、「コツコツやる

のはバカバカしい（17.6％）」「人に迷惑をかけな
ければ何をしてもいい（25.1％）」など、全体を
通して人に迷惑をかけない範囲で今を楽しみたい
という現代的な中学生気質がうかがえる結果とな
っている。
表１－７はこれを学年別にみたものである。

「コツコツやるのはバカバカしい」「成人するまで
は悪いことをしてもかまわない」など、学年によ
る差があまりみられない項目が多いが、「世の中
はお金次第だ」「人に迷惑をかけなければ何をし
てもいい」「いい大学に進学しても意味がないと
思う」の３項目については、学年が上がるにつれ
て高くなっている。

■表１－６　価値観�
（％）�

とてもそう思う� わりとそう思う�あまりそう思わない�ぜんぜんそう思わない�

成人するまでは悪いことを� 2.1 5.3 37.6 55.0
してもかまわない� 7.4
コツコツやるのはバカバカ� 4.7 12.9 52.0 30.4
しい� 17.6
テレビで渋谷の高校生を見� 7.6 12.7 32.1 47.6
るとうらやましいと思う� 20.3
人に迷惑をかけなければ何� 7.5 17.6 45.9 28.9
をしてもいい� 25.1
いい大学に進学しても意味� 14.5 25.1 38.3 22.0
がないと思う� 39.6
世の中はお金次第だ� 17.4 31.2 35.6 15.8

48.6
将来よりも今を楽しみたい� 22.0 33.1 34.2 10.7
と思う� 55.1

■表１－７　価値�観�×�学年�
（％）�

１年� 2年� ３年�

コツコツやるのはバカバカしい� 16.0 18.3 18.7

世の中はお金次第だ� 41.9 49.5 55.1

人に迷惑をかけなければ何をしてもいい� 20.0 27.8 28.1

将来よりも今を楽しみたいと思う� 58.5 54.0 52.7

成人するまでは悪いことをしてもかまわない� 5.7 9.2 7.3

いい大学に進学しても意味がないと思う� 35.0 39.0 45.5

テレビで渋谷の高校生を見るとうらやましいと思う�20.8 21.2 18.9

「�とても�」＋「�わりと�」�そう思う割合�
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３．将来展望

表１－８は、将来つきたい仕事・夢はあるかに
ついて尋ねたものである。全体では「ある」が
62.2％、「ないが探している」が29.5％、「ない」
が8.3％と、全体の６割が具体的な仕事・夢を抱
いていることになる。これを性別でみると、「あ
る」とする割合は男子の57.3％に対し女子は
67.7％と、女子の方が高い。
表１－９はおとなになったとき必要だと思う能

力についてまとめたものである。「とても必要」
の割合に着目すると、「長い文章を読む力
（29.9％）」「計算する力（32.9％）」「暗記する力

（34.4％）」といった受験に不可欠な能力が下位を
占めている。おとなになったとき必要な能力とし
て最も多いのは、「敬語がきちんと使える力」の
65.7％である。次いで「コンピュータを使える能
力（60.5％）」「自己主張する能力（52.0％）」とい
った、これからの時代に対応できる能力が上位に
きている。
表１－10はこれを性別でみたものである。「敬

語をきちんと使える力」を除いた７項目で男子の
方が「とても必要」と答える割合が高い。特に
「暗記する力」「長い文章を読む力」といった、受
験で必要な能力については10％以上の開きがみら
れる。
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■表１－９　おとなになったとき必要な能力
（％）

とても必要 かなり必要 あまり必要ではない 必要ではない
長い文章を読む力 29.9 41.1 24.6 4.4
計算する力 32.9 43.0 20.4 3.7
暗記する力 34.4 44.2 18.6 2.9
英会話の能力 46.8 32.2 16.7 4.3
集団に適応する能力 51.8 36.5 9.6 2.1
自己主張する能力 52.0 37.2 8.8 2.0
コンピュータを使える能力 60.5 29.3 8.3 1.9
敬語がきちんと使える力 65.7 27.7 4.8 1.8

■表１－10 おとなになったとき必要な能力×性
（％）

男子 女子
計算する力 36.8 28.7
暗記する力 41.8 26.0
長い文章を読む力 34.9 24.3
コンピュータを使える能力 63.1 57.6
英会話の能力 48.5 44.9
自己主張する能力 53.1 50.7
敬語がきちんと使える力 63.7 67.9
集団に適応する能力 52.9 50.6

「とても必要」の割合

■表１－８　将来つきたい仕事・夢はあるか×性
（％）

ある ないが探している ない
全　体 62.2 29.5 8.3
男　子 57.3 32.9 9.8
女　子 67.7 25.7 6.6

●モノグラフ・中学生の世界 vol.71



４．家族関係

表１－11は家の人に対してどう感じているかを
まとめたものである。「とてもそう」と「わりと
そう」を合わせた割合から、「あなたを信頼して
いる」「親の考えは正しいと思う」「しつけにきび
しい親だ」といった、親に対する肯定的な評価を
意味する３項目が50％以上となっている。「本当
のあなたを知らない」「親の生き方はつまらない」
については３人に１人がそうだと回答しており、
「悪いことをしても、きちんと叱れないと思う」
は１割にすぎない。
表１－12はこれを性別・学年別にまとめたもの

で、「とてもそう」と「わりとそう」を合わせた
数値が載せてある。性別については「あなたを信
頼している」について、女子の方がそうであると
回答した割合が高いものの、他の５項目について
はあまり大きな差は認められない。学年別にみる
と、「本当のあなたを知らない」「親の考えは正し
いと思う」「あなたを信頼している」の３項目が
特徴的である。学年が上昇するにつれ、「本当の
あなたを知らない」の割合は増加し、「親の考え
は正しいと思う」「あなたを信頼している」の割
合が減少している。こうした傾向は、おそらく年
齢による中学生の生活世界の拡大から、家庭以外
の生活・価値観に触れることによって生じている
と思われる。
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あなたを信頼している 12.9  47.7 31.1 8.3�

   60.6�
親の考えは正しいと思う 11.1  41.6 36.0 11.3�

   52.7�
しつけにきびしい親だ 20.9  30.2 37.8 11.1�

   51.1�
本当のあなたを知らない 12.2  23.3 38.5 26.0�

   35.5�
親の生き方はつまらない 8.7  21.8 49.8 19.6�

   30.5�
悪いことをしても、きちん 2.4  7.5 34.3 55.8�
と叱れないと思う  9.9 �

■表１－11 家の人に対してどう感じているか�
（％）�

とてもそう� わりとそう� あまりそうでない�ぜんぜんそうでない�

�

�

■表１－�12 家の人に対してどう感じている�か�×�性・学年�
（％）�

 男子 女子 1年 2年 3年�

悪いことをしても、きちん 11.6 7.9 9.6 10.0 10.2�
と叱れないと思う�

親の生き方はつまらない 29.2 32.1 29.9 30.4 31.5�

本当のあなたを知らない 34.6 36.4 31.1 35.7 40.0�

しつけにきびしい親だ 51.0 51.3 52.2 50.1 51.1�

親の考えは正しいと思う 54.3 51.1 55.2 52.8 50.0�

あなたを信頼している 55.9 65.9 64.3 60.1 57.2

「�とても�」＋「�わりと�」�そうの割合�

●モノグラフ・中学生の世界 vol.71



― 16 ―

５．対人関係

表１－13は人と接するとき、どのような態度を
示すかをまとめたものである。「とてもそう」と
「わりとそう」を合わせた割合から傾向をみると、
「人が自分の思い通りの反応をしないとムカつく」
「味や好みの合わない人とはつきあいたくない」
といった自己中心的な態度を示す項目は下位にき
ているが、全体の３割を占める。その他「時間に
ルーズな方だと思う」が44.8％、「人の目を見て
話すのが苦手だ」が43.4％、「常に誰かと話した
り、一緒にいないと不安だ」が41.7％など、否定

的な項目がいずれも４割を占めている。
表１－14はこれを性別でみたものである。ここ

では「とてもそう」と「わりとそう」を合わせた
割合が載せてあるが、「常に誰かと話したり、一
緒にいないと不安だ」「人の表情をよむのが得意」
の２項目について、女子の方が５％以上高くなっ
ている。逆に男子の数値が高い項目は「人の目を
見て話すのが苦手だ」である。男子と女子を比較
すると、人との接し方において女子の方がうまい
と自己評価する傾向があるが、「常に誰かと話し
たり、一緒にいないと不安だ」の数値も高く、女
子の対人関係の持ち方から生じる問題もあるよう
である。

人が自分の思い通りの反応 7.4  20.1 54.8 17.7�
をしないとムカつく  27.5�
味や好みの合わない人とは 9.6  18.9 47.8 23.7�
つきあいたくない  28.5�
聞き上手だと思う 8.7  30.1 51.3 9.9�

   38.8  �

常に誰かと話したり、一緒 14.7  27.0 41.6 16.7�
にいないと不安だ  41.7�
人の目を見て話すのが苦手だ 12.0  31.4 38.5 18.2�

   43.4 �

時間にルーズな方だと思う 14.7  30.1 38.8 16.3�

   44.8 �

人の表情をよむのが得意 15.8  36.5 38.1 9.6�

   52.3

■表１－13　あなたのタイプ�
（％）�

とてもそう� わりとそう� あまりそうでない�ぜんぜんそうでない�

�

�

■表１－14　あなたのタイプ × 性�
（％）�

 男子 女子�

味や好みの合わない人とはつきあいたくない 27.2 29.9�

人が自分の思い通りの反応をしないとムカつく 28.9 26.0�

常に誰かと話したり、一緒にいないと不安だ 29.8 55.0�

聞き上手だと思う 36.9 40.9�

時間にルーズな方だと思う 43.2 46.7�

人の表情をよむのが得意 47.9 57.3�

人の目を見て話すのが苦手だ 48.2 38.0�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」そうの割合�
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６．毎日の楽しさ

表１－15は毎日の楽しさについてまとめたもの
である。全体の傾向として、「学校にいるとき」
が最も楽しく、「とても楽しい」「わりと楽しい」
を合わせると86.0％、次いで「家の人といるとき
（68.0％）」「１人でいるとき（47.8％）」という順
になっている。表１－16はこれを学年別・性別で

みたものである。「とても楽しい」と「わりと楽
しい」を合わせた数値が載せてあるが、男子より
も女子の方が全般的に楽しさが高く、特に「家の
人といるとき」の差が大きくなっている。学年別
にみると、「学校にいるとき」「家の人といるとき」
については学年が上がるにつれて、楽しいとする
割合が低くなっている。逆に増加するのが「１人
でいるとき」であり、１年生の43.6％から３年生
では51.2％と半数を超えている。

学校にいるとき 34.6 51.4 9.8 4.3�

家の人といるとき 20.2 47.8 24.0 8.0�

１人でいるとき 13.5 34.3 36.5 15.6

■表１－15　毎日が楽しいか�
（％）�

とても楽しい� わりと楽しい� あまり楽しくない�ぜんぜん楽しくない�

�

■表１－16　毎日が楽しいか × 性・学年�
（％）�

 男子 女子 1年 2年 3年�

学校にいるとき 84.7 87.3 88.7 85.2 83.7�

家の人といるとき 64.4 72.1 72.7 69.6 61.2�

１人でいるとき 46.2 49.7 43.6 49.2 51.2�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」楽しい割合�
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１．パソコンとの接触

電子メディア社会というと、パソコンを思い起
こす。ホームページやインターネット、検索など
は、主にパソコンを媒介としている。そうしたパ
ソコンへの思いはその人々によって異なってこよ
う。生活の一部として活用している人もいれば、
何となくパソコンを敬遠する人もいる。
教育社会学を専攻してきたので、コンピュータ

とのつきあいは長い。30年以上昔になるが、デー
タ処理にあたって悪戦苦闘しながら、プログラム
を作ってきた。それは、関係する会社の計算機セ
ンターに出向き、大型コンピュータに向かい合う
作業だった。
パソコンを始めたのは、10年以上前に大学院生

が初期のパソコンを使い始め、何かあると、「フ
ロッピー」などと言い始めたのがきっかけである。
それでは、中学生の場合、パソコンの利用はど

うなっているのか。表２－１が示すように、「毎
日のように使う」生徒が9.7％で、これに「しょ
っちゅう使う」「わりと使う」を加えた場合、パ
ソコンを使っている生徒の割合は43.4％と、５割
に迫っている。しかも、学年や性別に関係なく、
パソコンを使っている生徒は４割を超える。
「ぜんぜん使わない」生徒が３割を占めること

は確かだが、全体として、生徒たちのパソコンを
使用している割合が高いのが注目される。
それでは、生徒はどこでパソコンを使っている

のだろうか。使用場所を確かめると、表２－２の
ような結果が得られる。パソコンを使っているの
は学校だと思っていたが、家庭で使っている生徒
が多いのが目につく。67.0％、つまり、３分の２
の生徒が家族のパソコンを利用し、自分専用のパ
ソコンを持っている生徒も13.5％と、１割を超え
る。
こうみてくると、家庭へのパソコンの普及が予

想以上に進んでいるのがわかる。それでは、実際

に生徒はパソコンをどう使っているのであろう
か。
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第２章�

パソコンとのつきあい�
深谷昌志�

全　体   9.7 10.7 23.0 43.4 25.5 31.0�

１　年 10.0 10.0 25.7 45.7 24.8 29.6�

２　年   9.3 11.5 20.0 40.8 26.5 32.7�

３　年   9.9 10.7 23.3 43.9 25.3 30.8�

男　子   9.3 11.6 23.3 44.2 23.3 32.5�

女　子 10.2   9.7 22.7 42.6 28.0 29.4

■表２－１　パソコンの利用 × 学年・性�
（％）�

�

毎日の�
ように�
使う�

しょっ�
ちゅう�
使う�

わりと�
使う�

小計� あまり�
使わない�

ぜんぜん�
使わない�

■表２－２　パソコンを自由に使える場所�

（％）�

�

 ない ある �
�

自分専用のパソコン 86.5 13.5 （  8.4）�

家族のパソコン 32.9 67.0 （51.1）�

学校のパソコン 60.6 39.5 （21.4）�

インター�
ネットが�
使える�
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表２－３に示すように、さすがに「ゲームをす
る」や「インターネットで趣味に関連した検索を
する」など、遊び的なパソコンの利用が多く、学
習面での利用は少数にとどまっている。しかし、
ゲーム感覚にせよ、パソコンにふれていればパソ
コンに強くなるから、その気になれば学習面での
活用も可能になる。そう考えてくると、生徒たち
は予想される以上に、パソコンを身近において、
パソコンに接しているように見える。
パソコンといえば、インターネットを思い起こ

す。もちろん、インターネットにはいろいろな利
用の仕方がある。中学生でも海外の大学のホーム

ページにアクセスして研究資料を見ることもでき
るし、アダルトサイトを閲覧することも可能だ。
そこで、どんなサイトを利用しているのかを確

かめてみた。表２－４が示すように、インターネ
ットを通して、テレビ番組やタレントなどの情報
を入手している生徒は２割を超える。もちろん、
「ドラッグなど、ふだん手に入れられない物が手
に入るサイト」や「自殺について語り合うサイト」
を利用する生徒は２％程度にとどまるが、多くの
生徒が予想以上にインターネットに手を出してい
るのがわかる。

■表２－３　パソコンの利用の仕方�
（％）�

 よく わりと 小計 あまり ぜんぜん できない� する する  しない しない�

インターネットで趣味に 23.5 15.9 39.4   9.3 13.5 37.8�
関連した検索をする�

ゲームをする 19.6 20.5 40.1 18.7 13.5 27.7�

メールをやり取りする 13.4   6.6 20.0   9.5 26.1 44.4�

年賀はがきなどを作る 13.1 15.1 28.2 12.4 22.6 36.7�

インターネットで勉強に   5.2 12.0 17.2 16.0 26.9 39.8�
関連した検索をする�

チャットをする   4.9   4.4   9.3   7.4 30.9 52.4�

パソコンソフトで英語など   2.3   4.2   6.5 11.6 39.0 42.9�
を勉強する�

ホームページを作る   2.4   2.1   4.5   6.5 32.0 57.0

■表２－４　インターネットのサイト利用�
（％）�

 あるし、よく あるし、ときどき 小計 あるが、利用 そういうサイトを� 利用している 利用している  していない 見たことはない�

テレビ番組のサイト 7.7 16.7 24.4 21.0 54.7�

タレントや歌手のサイト 9.5 13.6 23.1 19.7 57.2�

ＣＤなどのランキングが 7.0 14.9 21.9 20.3 57.8�
わかるサイト�

占いに関連したサイト 3.0 13.5 16.5 23.9 59.6�

おとな向けのＨなサイト 2.1   2.2   4.3 10.2 85.6�

中学生が悩みを語り合う 0.8   1.3   2.1 10.7 87.2�
サイト�

ドラッグなど、ふだん手に入れ 1.0   0.8   1.8   8.2 90.0�
られない物が手に入るサイト�

自殺について語り合うサイト 1.0   0.4   1.4   6.0 92.6   
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２．パソコンをする生徒としない生徒

すでにふれた表２－１によれば、パソコンを利
用している生徒は、「毎日のように＋しょっちゅ
う使う」生徒が20.4％、「わりと使う」が23.0％、
「あまり使わない」25.5％、「ぜんぜん使わない」
31.0％だった。
こうした利用状況に学年や性差はそれほど関係

を持たなかった。それでは、パソコンを利用して
いる生徒としていない生徒との間にどのような開
きがみられるのであろうか。以下、いくつかのデ

ータを紹介しながら、パソコンを利用している生
徒の属性を洗ってみよう。
表２－５が示すように、パソコンを使っている

生徒の中で、「文化系の部活動で積極的」な生徒
が20.9％を占める。一方、「運動系の部活動で積
極的」な生徒はパソコンを使っていない（62.0％）。
そこで、学校生活の過ごし方とパソコンとの関

連を調べると、表２－６のようになる。授業中に
いねむりをしている生徒は、パソコンを使ってい
ない生徒に多い。
それでは、パソコンの利用は、読み書きの力と

どの程度関係しているのであろうか。表２－７に
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■表２－５　部活動×パソコンの利用�
� （％）�

 運動系の部活動で 運動系の部活動だが 文化系の部活動で 文化系の部活動だが 退部した 入ったこと�パソコン 積極的 消極的 積極的 消極的  はない�

使う（毎日のように＋しょっちゅう） 51.8   9.7 20.9 5.4 10.5 1.8�

わりと使う 60.4   8.5 13.3 4.9 10.8 2.0�

あまり使わない 58.5   8.8 13.1 4.7 12.9 2.0�

ぜんぜん使わない 62.0 11.1 10.2 4.4   8.9 3.5

  使う わりと あまり ぜんぜん�　　 パソコン （毎日のように＋しょっちゅう） 使う 使わない 使わない�

学校に遅刻する よくする   4.0   4.0   3.0   4.1�

 ときどきする   6.5   5.3   6.2   4.1�

 小　計 10.5   9.3   9.2   8.2�

授業中いねむりをする よくする 10.2   6.4   6.7 12.4�

 ときどきする   6.4 11.0 12.9 12.1�

 小　計 16.6 17.4 19.6 24.5�

�

■表２－６　学校生活の乱れ× パソコンの利用�
（％）�
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よると、「パソコンをよく使う」生徒の71.3％は、
「字を読むことが好き」と答えている。それに対
し、「パソコンをぜんぜん使わない」生徒の中で、
「字を読むことが好き」な者は57.7％にとどまる。
「長い文章を書くこと」についても、パソコン利
用者の方が、「長い文章を書くことが好き」な割
合が多い。したがって、パソコン利用者は文章に
親しんでいる割合が多いようにみえる。
念のために、学業成績との関連を確かめると、

表２－８のような傾向が得られる。そこで、学業
成績が「中の上」以上の割合とパソコンとの関連
をまとめてみよう。

数学　英語
パソコン　使う　　　　　　　　40％　46％

（毎日のように＋しょっちゅう）
わりと使う　　　　　36％　37％
あまり使わない　　　25％　32％
ぜんぜん使わない　　24％　23％

パソコンを「使う（毎日のように＋しょっちゅ
う）」生徒の40％は数学が得意だが、「ぜんぜん使
わない」生徒が得意の割合は24％にとどまる。英
語も46％から23％へ数値が低下している。したが
って、パソコンを使う生徒は成績が優秀な者が多
いといえよう。
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■表２－７　読み書きの力（「好き」）×パソコンの利用�
� （％）�

数　学  上の方 中の上 小計 中くらい 中の下 下の方�

パソコン 使う（毎日のように＋しょっちゅう） 16.0 24.1 40.1 26.8 17.3 15.8�

 わりと使う 13.1 23.3 36.4 28.4 21.1 14.2�

 あまり使わない 10.0 14.9 24.9 31.1 22.5 21.5�

 ぜんぜん使わない   8.6 15.0 23.6 28.3 22.1 26.0�

 全　体 11.5 18.8 30.3 28.7 21.0 20.0�

�

英　語  上の方 中の上 小計 中くらい 中の下 下の方�

パソコン 使う（毎日のように＋しょっちゅう） 20.8 25.3 46.1 24.3 17.0 12.5�

 わりと使う 15.5 21.3 36.8 27.9 19.5 15.7�

 あまり使わない 11.2 20.3 31.5 28.9 21.1 18.5�

 ぜんぜん使わない   9.4 14.0 23.4 28.3 23.0 25.3�

 全　体 13.6 19.6 33.2 27.5 20.5 18.8

■表２－８　学業成績 × パソコンの利用�
� （％）�

  使う わりと あまり ぜんぜん�　　 パソコン （毎日のように＋しょっちゅう） 使う 使わない 使わない�

字を読むこと かなり好き 11.7   7.9   8.9   9.2�

 わりと好き 59.6 58.5 52.7 48.5�

 小　計 71.3 66.4 61.6 57.7�

字を書くこと かなり好き 15.7 10.6 11.9 11.9�

 わりと好き 41.9 47.0 47.2 43.2�

 小　計 57.6 57.6 59.1 55.1�

長い文章を書くこと かなり好き   6.5   4.2   5.2   4.1�

 わりと好き 27.5 23.6 21.9 21.4�

 小　計 34.0 27.8 27.1 25.5�

�

�

�
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なお、体調との関連では、「朝、食欲がない」
や「朝、なかなか起きられない」「目が疲れる」
などを訴えている生徒が多い。「朝、なかなか起
きられない」を例にすると、パソコンを「使う」
生徒は41.7％に達するが、「ぜんぜん使わない」
生徒の割合は34.2％にとどまる。したがって、パ
ソコンを使っている生徒は、心身の疲れを訴えて
いる割合が高いといえよう（表２－９）。
また、表２－10が示すように、パソコンを「使

う」生徒は「１人でいるとき」楽しいと思う割合
が55.6％だが、「ぜんぜん使わない」生徒が「１
人でいるとき」楽しい割合は46.7％である。した
がって、パソコンを利用する生徒は孤立型の生徒
が多い印象を受ける。

また、自己評価との関連では、表２－11のよう
に、「友だちから信頼される」と思う割合が高い。
パソコンを使う生徒の中で「おとなから信頼され
る」と思う者は41.2％だが、「ぜんぜん使わない」
者は27.7％にとどまる。したがって、パソコンを
活用している生徒は、孤立型ではあるが、信頼さ
れている生徒でもある。
このようにみてくると、パソコンを活用してい

る生徒に共通しているのは、文化部に熱心に参加
し、字に接することが好きで、数学や英語が得意、
また、１人でいることが好きで、おとなから信頼
されているタイプだが、心身ともに疲れ気味とい
う生徒である。まじめで、よく考えるタイプの信
頼できる生徒のように思われる。

■表２－９　体調×パソコンの利用�
（％）�

 使う わりと あまり ぜんぜん 全体�　　 （毎日のように＋しょっちゅう） 使う 使わない 使わない�
朝、食欲がない 17.4 13.7 14.3 14.8 14.9�
肩がこる 19.1 13.5 15.6 18.0 16.6�
目が疲れる 33.7 22.8 25.6 25.7 26.6�
朝、なかなか起きられない 41.7 35.0 31.7 34.2 35.3�
　　４項目の平均 28.0 21.3 21.8 23.2 23.4�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とてもそう」の割合�

�

�

■表２－10　１人でいるとき（楽しい）× パソコンの利用�
（％）�

  とても わりと  あまり ぜんぜん�　　  楽しい 楽しい 小計 楽しくない 楽しくない�
パソコン 使う（毎日のように＋しょっちゅう） 19.5 36.1 55.6 30.8 13.5�
 わりと使う 10.4 34.4 44.8 38.2 16.9�
 あまり使わない 12.2 34.0 46.2 39.4 14.4�
 ぜんぜん使わない 12.9 33.8 46.7 37.0 16.3�
　　　　 全　体 13.5 34.5 48.0 36.6 15.4

■表２－11　自己評価 × パソコンの利用�
（％）�

  使う わりと あまり ぜんぜん 全体�　　  （毎日のように＋しょっちゅう） 使う 使わない 使わない�
友だちが多い とてもそう 19.1 21.6 13.9 16.7 17.6�
　　 （「わりとそう」を加算） （71.5） （75.4） （71.9） （72.5） （72.8）�
おとなから とてもそう   6.8   6.4   4.8   5.9   5.9�
信頼される （「わりとそう」を加算） （41.2） （35.8） （29.5） （27.7） （32.8）�
友だちから とてもそう   8.4   6.0   5.6   6.6   6.6�
信頼される （「わりとそう」を加算)　 （51.7） （48.8） （44.3） （44.8） （47.0）�
�

パソコン�

パソコン�
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現代の青少年をとりまく社会環境としては、家
庭や学校、地域社会という物理的な空間とともに、
新聞、雑誌をはじめとして、テレビ、ラジオやマ
ンガ、雑誌、ビデオソフト、さらにはパソコン、
テレビゲームに至るまで多くのメディアとのかか
わりが大きな意味を持っている。
この章では、今日の中学生の多様なメディアと

のかかわりを概観し、次いで活字メディアと現代
の中学生の関係の現状とその意味について考える
ことにしたい。約10年前に行われた『モノグラ
フ・中学生の世界』vol.38「情報化社会と中学生」
のデータとの比較からすると、中学生の多くのメ
ディアとのかかわりにはさほど変化がないもの
の、テレビゲームのウェイトはいっそう高まって
おり、新聞を読む中学生の割合は大きく減少して
いる。

１．生活環境としてのメディア

表３－１は、中学生がテレビや新聞などのメデ
ィアとどのようにかかわっているか、ふだんどん
なことをしているかを尋ねた結果を示している。
これをみると、まず目につくのは、中学生の生

活環境としてのテレビの重要性である。テレビを
「毎日見る」者は91.3％、逆にテレビを「ほとん
ど見ない」者と「ぜんぜん見ない」者は合計して
も1.5％にすぎない。
「雑誌（週刊・月刊）を読む」中学生は「毎日

読む」者と「たまに読む」者を合計して全体の
74.5％、「マンガを読む」と答えた中学生も、「毎
日読む」と「たまに読む」を合わせて８割強にな
る。テレビゲームで遊ぶ中学生も「毎日する」が
17.8％、「たまにする」が42.3％、合計すると
60.1％となり、６割を超える結果である。「音楽
をきく」中学生は「毎日きく」者と「たまにきく」
者が共に多く、合計して88.5％、９割近くになっ

ている。それに関連して、レンタルＣＤとレンタ
ルビデオの利用者も、「毎日いく」と「たまにい
く」の合計がそれぞれ47.8％、42.9％になってい
る。
帰宅した中学生は、テレビのスイッチを入れる。

テレビ番組を何となく見ながら過ごして夕食、そ
の後はマンガや雑誌を何となく見て過ごす。ＣＤ
で音楽をきき、好きなテレビ番組以外にときどき
はビデオを見る。こんな中学生の姿がうかんでく
る。
今回の調査では、具体的な生活時間を尋ねては

いない。少し古いが1995年の東京都生活文化局調
査によると、中学２年生の１日のテレビ視聴時間
は「２時間くらい」がモードで32.2％、次いで
「３時間より多い」が26.2％になっているから
（第７回東京都子ども基本調査「大都市における
児童・生徒の生活・価値観に関する調査」）、帰宅
後の長い時間をテレビとのかかわりのなかで過ご
す中学生のありさまが確認できる結果である。
関連して、テレビについてもう少し詳しく尋ね

てみると、専用のテレビを持つ者は全体の32.7％、
調査対象の中学生のおおよそ３分の１が自分専用
のテレビを持っている（表３－２）。また、見て
いるテレビ番組の内容としては、「ドラマや映画」
を「よく見る」と「わりと見る」の合計が85.7％
で最も多いが、「ニュース番組」も７割に近く、
さほど少なくない。「アニメ」は59.6％だが、「情
報・教養番組」は25.9％にすぎない（表３－３）。
なお、「ビデオ」では、自分専用の機器を持つ

者が22.5％、「専用ではないが家にある」者が
75.6％、「テレビゲーム機」は64.6％が自分専用、
「専用ではないが家にある」者は30.4％、両者を
合計して95.0％に及んでいて、テレビゲーム機が
家にない者は調査対象の中学生全体の4.9％にす
ぎない（表３－２）。

第３章�

 活字メディアとのかかわり�
永井聖二�
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■表３－１　ふだんしていること×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

新聞を読む １．毎日読む 19.0 22.1 15.5 15.6 18.7 23.1

２．たまに読む 41.1 42.0 40.0 45.1 38.7 39.2

３．ほとんど読まない 24.0 21.5 26.8 22.6 26.1 23.3

４．ぜんぜん読まない 15.9 14.5 17.6 16.7 16.5 14.4

テレビを見る １．毎日見る 91.3 90.4 92.3 93.0 93.1 87.4

２．たまに見る 7.2 7.8 6.6 6.3 5.5 10.1

３．ほとんど見ない 1.1 1.3 0.7 0.6 1.0 1.6

４．ぜんぜん見ない 0.4 0.5 0.3 0.1 0.3 0.8

音楽をきく １．毎日きく　 46.0 41.7 50.7 38.8 47.3 52.5

２．たまにきく 42.5 41.7 43.4 45.2 41.6 40.4

３．ほとんどきかない 8.1 11.2 4.7 11.4 7.7 5.0

４．ぜんぜんきかない 3.4 5.4 1.2 4.7 3.3 2.1

レンタルビデオ １．毎日いく 0.9 1.2 0.5 0.6 0.9 1.3
を借りにいく

２．たまにいく 42.0 43.6 40.3 41.8 45.0 39.0

３．ほとんどいかない 31.0 29.0 33.3 31.0 30.3 31.7

４．ぜんぜんいかない 26.1 26.2 25.9 26.6 23.8 28.0

マンガを読む １．毎日読む 33.6 36.3 30.5 36.3 35.1 28.8

２．たまに読む 52.9 52.1 53.7 50.4 51.1 57.5

３．ほとんど読まない 8.6 7.3 10.1 7.1 9.5 9.4

４．ぜんぜん読まない 5.0 4.3 5.7 6.1 4.4 4.4

テレビゲームを １．毎日する　 17.8 29.6 4.6 15.8 23.6 13.5
する

２．たまにする 42.3 51.8 31.6 48.0 40.3 38.2

３．ほとんどしない　 21.7 12.3 32.3 23.1 20.7 21.4

４．ぜんぜんしない 18.2 6.3 31.5 13.1 15.4 26.9

雑誌（週刊・月 １．毎日読む 19.4 17.8 21.2 21.1 21.1 15.8
刊）を読む

２．たまに読む 55.1 49.6 61.2 48.8 55.1 62.0

３．ほとんど読まない 16.6 20.3 12.4 17.0 16.7 15.9

４．ぜんぜん読まない 8.9 12.2 5.2 13.0 7.2 6.3

レンタルＣＤを １．毎日いく 1.9 2.7 1.1 1.2 2.2 2.4
借りにいく

２．たまにいく 45.9 42.2 50.0 41.0 48.5 48.3

３．ほとんどいかない 23.7 21.6 26.1 23.6 23.5 24.1

４．ぜんぜんいかない 28.5 33.6 22.8 34.2 25.8 25.2
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■表３－２　テレビ・ビデオ・テレビゲーム機の所有状況×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

テレビ １．あなた専用のもの 32.7 38.7 26.0 26.9 35.5 36.0
がある　

２．専用ではないが 65.8 59.8 72.6 71.3 63.6 62.2
家にある　

３．家にない 1.5 1.5 1.4 1.8 0.9 1.8

ビデオ １．あなた専用のもの 22.5 24.1 20.7 21.1 23.3 23.3
がある　

２．専用ではないが 75.6 74.2 77.3 76.9 75.0 75.0
家にある　

３．家にない 1.9 1.7 2.0 2.0 1.8 1.8

テレビゲーム機 １．あなた専用のもの 64.6 76.8 51.0 72.2 66.7 54.0
（携帯用テレビ がある　
ゲームも）

２．専用ではないが 30.4 21.4 40.5 23.5 29.7 39.0
家にある　

３．家にない 4.9 1.7 8.5 4.4 3.7 7.0

■表３－３　見るテレビ番組×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

ニュース番組 １．よく見る 19.7 22.6 16.6 20.0 16.1 23.4

２．わりと見る 49.3 48.9 49.7 48.8 49.5 49.6

３．あまり見ない 26.4 24.3 28.7 25.5 29.4 23.9

４．ぜんぜん見ない 4.6 4.3 5.0 5.7 5.0 3.1

情報・教養番組 １．よく見る 5.1 5.9 4.3 5.1 4.4 5.8

２．わりと見る 20.8 21.3 20.3 19.0 21.3 22.3

３．あまり見ない 51.3 49.1 53.7 51.8 48.2 54.2

４．ぜんぜん見ない 22.8 23.8 21.7 24.1 26.1 17.6

ドラマや映画 １．よく見る 52.6 44.9 61.3 54.7 53.1 49.8

２．わりと見る 33.1 38.0 27.7 30.1 33.6 35.9

３．あまり見ない　 11.6 13.9 9.1 12.4 11.4 11.1

４．ぜんぜん見ない 2.7 3.3 1.9 2.9 1.9 3.2

アニメ １．よく見る 28.7 27.9 29.6 36.2 28.4 20.6

２．わりと見る　 30.9 31.6 30.1 33.6 31.0 27.7

３．あまり見ない　 29.9 30.9 28.8 23.6 30.4 36.3

４．ぜんぜん見ない 10.5 9.7 11.5 6.6 10.2 15.3
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２．減少した新聞とのかかわり

ところで、『モノグラフ・中学生の世界』では
メディアとの接触を中心としたふだんの活動につ
いて、約10年前の1990年10月～12月（以下、前回
調査）にも、ほぼ同じ質問項目の調査を実施して
いる。この結果と今回の調査結果の比較を試みた
のが、図３－１である。
これをみた通り、今回の調査結果で、中学生の

テレビ、音楽、マンガとの接触は、いずれもかな
り高いものの、10年前の調査結果と比較して大き
な変化がみられるわけではない。「毎日」と「た
まに」の合計でみると、「テレビを見る」は前回
調査97.0％・今回調査98.5％、「音楽をきく」は前
回調査88.6％・今回調査88.5％でほとんど差がみ
られない。変化が目立つのは、テレビゲームをす
る中学生の増加と、新聞を読む中学生の減少とい
う傾向である。

「テレビゲームをする」生徒は「毎日」と「た
まに」の合計で前回調査の41.4％から今回調査の
60.1％と20ポイント近く増加し、逆に「新聞を読
む」生徒は80.2％から60.1％へと20ポイントほど
減少している。
ファミコンの発売が1983年、大ブームとなり、

普及への起爆剤となったファミコンソフト「スー
パーマリオブラザーズ」の発売が1985年のことで
あるから、それから15年余、テレビゲームはます
ます中学生の生活のなかに根づいているといえそ
うである。前述のテレビゲームが家にある者が
95％に及んでいるとの結果も、これを反映したも
のであろう。
それと対照的に、伝統的な活字メディアである

新聞と中学生のかかわりは、明らかに希薄化して
いる。この傾向を図３－２によってさらに詳しく
みると、新聞を「毎日読む」者は前回調査の
39.1％から今回調査の19.0％へと半数以下に減っ
ている。「たまに読む」者の割合は変化がなく、

■図３－１　メディアとの接触（10年前との比較）�
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「ほとんど読まない」者と「ぜんぜん読まない」
者の割合は15.4％→24.0％、4.4％→15.9％とそれ
ぞれ大幅に増加している。
これを性別、学年別にみると、新聞との接触が

比較的多いのは男子、学年が上がるにしたがって
接触の頻度は多くなる傾向がみられる（表３－
１）。中学生の新聞とのかかわりといっても、も
ちろんその多くはテレビ番組欄やスポーツ欄とい
ったところであろう。それにしても新聞というメ
ディアと子どもたちの関係が乏しくなっているこ
とは興味深い。

とはいえ、いうまでもなく現在の中学生が、ま
ったく活字メディアとかかわっていないわけでは
ない。「本や雑誌などを月に何冊くらい読みます
か」と尋ねてみると、「マンガ雑誌」と接触がな
い者は42.0％、「芸能をあつかう雑誌」を読まな
い者は64.4％、「ファッション雑誌」を読まない
者は57.8％、「スポーツ関係の雑誌」を読まない
者は67.8％である。これに対して、「マンガ本」
を手にしない生徒は13.5％にすぎないという結果
である（表３－４）。
なお、これらの媒体とのかかわりには性別によ

■表３－４　読む本や雑誌×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年
文庫本や単行本 １．読まない 49.2 47.9 50.7 46.6 49.5 51.9
（マンガ以外） ２．月１冊　 31.1 32.0 30.0 31.5 30.7 31.0

３．月２、３冊　 12.2 12.6 11.7 14.4 10.7 11.5
４．月４、５冊くらい 5.0 5.0 5.0 4.7 6.6 3.7
５．月10冊くらい 0.8 0.7 0.9 0.9 1.2 0.2
６．それ以上 1.7 1.7 1.7 1.9 1.5 1.8

スポーツ関係の １．読まない 67.8 50.8 ＜ 86.7 65.2 70.5 67.6
雑誌 ２．月１冊　 17.7 24.8 9.9 19.2 17.5 16.5

３．月２、３冊　 8.7 14.0 2.9 9.2 6.7 10.5
４．月４、５冊くらい 3.9 7.0 0.3 4.5 3.2 3.9
５．月10冊くらい 0.6 1.0 0.0 0.4 0.4 0.8
６．それ以上 1.4 2.4 0.2 1.5 1.7 0.8

ファッション雑 １．読まない　 57.8 82.6 ＞ 30.1 64.7 56.0 52.3
誌 ２．月１冊　 22.4 10.0 36.3 19.3 22.1 26.2

３．月２、３冊　 13.3 4.2 23.4 9.3 15.5 15.1
４．月４、５冊くらい　 4.8 1.8 8.1 4.4 5.3 4.7
５．月10冊くらい 0.8 0.4 1.2 1.3 0.3 0.6
６．それ以上 1.0 1.0 0.9 1.0 0.9 1.0

芸能をあつかう １．読まない　 64.4 78.2 ＞ 48.9 65.5 63.4 64.2
雑誌 ２．月１冊　 21.4 14.2 29.3 18.1 22.4 23.8

３．月２、３冊　 9.0 4.4 14.2 9.6 9.4 8.1
４．月４、５冊くらい 3.6 1.7 5.7 4.3 3.5 2.9
５．月10冊くらい 0.6 0.6 0.5 0.9 0.1 0.6
６．それ以上 1.1 0.9 1.3 1.6 1.2 0.3

マンガ本 １．読まない　 13.5 9.9 ＜ 17.4 12.0 14.3 14.2
２．月１冊　 21.4 20.9 21.9 18.6 23.7 21.9
３．月２、３冊　 22.2 21.2 23.3 22.2 20.0 24.5
４．月４、５冊くらい　 17.0 17.4 16.5 17.8 17.4 15.5
５．月10冊くらい 7.0 7.7 6.2 7.2 7.5 6.3
６．それ以上 19.0 22.9 14.7 22.2 17.1 17.6

マンガ雑誌 １．読まない　 42.0 34.7 ＜ 50.1 39.9 43.2 42.8
２．月１冊　 22.6 21.1 24.2 22.9 25.3 19.2
３．月２、３冊　 14.6 16.4 12.6 14.6 12.5 17.1
４．月４、５冊くらい　 12.7 16.7 8.3 13.8 11.4 13.0
５．月10冊くらい 2.2 3.0 1.3 2.3 2.3 1.9
６．それ以上 5.9 8.0 3.5 6.4 5.2 6.0
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る差が大きく、「スポーツ関係の雑誌」は男子が
多く接する。一方、「ファッション雑誌」は女子
に多く、学年につれて増加していく。男子では
「スポーツ関係の雑誌を読む」者がおよそ50％、
女子では「ファッション雑誌」を読む者が70％に
及んでいる。女子では「芸能をあつかう雑誌」を
読む者も50％を超えている。
「マンガ雑誌」や「マンガ本」は男子が親しん

でいる。ただ、ここで興味深いのは、マンガとの
接触は男女別にみた場合、女子より男子に多いも
のの、その傾向は急激に変化している様子が読み
とれることである。「マンガを毎日読む」生徒は、
前回調査と比較すると男子は前回調査35.7％・今
回調査36.3％でほぼ変化がないのにかかわらず、
女子では前回調査19.0％・今回調査30.5％とかな
り増加していることは注目できる。

３．マンガ以外の本は月１冊

マンガ以外の「文庫本や単行本」について尋ね
てみると、まったく「読まない」者が49.2％と調
査対象の中学生の約半数に及んでいる。読む者も
「月１冊」が31.1％で、２冊以上は合計して２割
ほどにとどまっている（表３－４）。
月に何冊くらい本を読むかをおおよそ計算して

みても、学年と共に、読む本の数は減っている
（図３－３）。マンガを除く本の読書量は平均1.1
冊であるが、１年生が最も多く、３年生になると
0.96冊と月１冊を下回っている。関連して、ふだ
ん本を読んでいて感じることを尋ねた結果では、

「読むのがめんどうくさい」と感じることが「よ
くある」18.4％、「わりとある」30.5％という結果
であり、「ためになった」と感じることは「よく
ある」17.2％、「わりとある」43.1％という回答が
示されている。「難しい漢字などが多すぎる」と
感じるのは「よくある」13.5％、「わりとある」
25.9％、「感動した」ことは「よくある」24.0％、
「わりとある」31.9％という結果である（表３－
５）。
また字を読むこと、字を書くこと、長い文章を

書くことについて「かなり好き」から「かなり嫌
い」までの４段階の評定で尋ねたが、結果は表
３－６に示すように、苦手だとする中学生がかな
り多い。いつの時代にも文章を書くことが得意な
子がいて、不得意な子もいるということはあろう
が、電話か、文字ならメールの短文までという世
代の特徴ととらえることもできるともいえよう。
中学校での教科の学習は、現在でも教科書とい

う活字メディアのウェイトが依然として大きい。
しかし、今回の調査結果からは、中学生の生活環
境としてはこの10年間を比較しても、活字メディ
アの重要性は低下している。活字中心の文化から、
他の情報のチャンネルへの多様化の動きが進行し
ているということはできよう。それは子どもたち
の欲求や価値観の多様化と結びつくものでもあろ
う。同じ活字メディアでも、女子中学生のファッ
ション雑誌や、男子中学生のスポーツ誌などの情
報誌は比較的多く選択されているが、これは子ど
もとおとなの境界の消失という視点で問題にする
ことも可能であろう。

― 28 ―

■図３－３　文庫本・単行本（マンガ以外）の平均読書量�

�
＊「月２、３冊」は2.5冊、�
　「月４、５冊くらい」は4.5冊、�
　「月10冊くらい」は10冊�
　　として平均値を作成�

1.2�

1.1�

1.0

全学年平均�

１年�

２年�

３年�
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新聞を読む者の割合は大きく減少しているし、
（マンガ以外の）単行本を読む中学生も少なくな
っている。情報化のなかで、中学生の生活環境と
しての活字メディアの位置づけは着実に変わって
きているといえよう。
活字を通した情報収集プロセスに接することが

少なくなっている子どもたち、新しいルートの情
報能力を持ち、しかし伝統的な活字メディアとの
かかわりの少ない子どもたち、この動向が青少年
の社会的行動や思考・学習のプロセス、さらには
おとなとの関係に与える影響などについても、検
討をすすめる必要はあると思われる。
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■表３－５　読書して感じること×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

読むのがめんど １．よくある 18.4 19.7 17.1 17.2 19.7 18.5
うくさい

２．わりとある 30.5 30.3 30.6 30.8 32.4 28.0

３．あまりない　 33.9 33.8 34.0 35.5 32.4 34.0

４．ぜんぜんない 17.1 16.2 18.2 16.6 15.6 19.5

ためになった １．よくある　 17.2 15.7 19.0 17.5 15.8 18.5

２．わりとある　 43.1 40.9 45.6 42.3 41.9 45.4

３．あまりない　 31.0 34.0 27.6 29.4 33.5 29.8

４．ぜんぜんない 8.7 9.5 7.8 10.8 8.8 6.3

難しい漢字など １．よくある　 13.5 11.8 15.3 16.3 12.1 11.8
が多すぎる

２．わりとある　 25.9 24.8 27.1 27.8 25.4 24.2

３．あまりない　 43.8 44.6 43.0 41.2 44.2 46.4

４．ぜんぜんない 16.9 18.9 14.6 14.7 18.3 17.7

感動した １．よくある　 24.0 16.1 32.8 22.7 22.6 26.9

２．わりとある　 31.9 28.6 35.5 28.4 33.6 33.8

３．あまりない　 29.9 36.3 22.7 32.2 29.8 27.4

４．ぜんぜんない 14.3 19.0 9.0 16.7 14.0 11.9

■表３－６　文章を書いたり、字を読むこと、書くことは好きか×性・学年
（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

字を読むこと １．かなり嫌い 5.1 6.9 3.1 5.5 4.2 5.6

２．わりと嫌い 31.4 33.5 29.0 31.4 33.8 28.5

３．わりと好き 54.3 52.5 56.2 54.4 54.3 54.0

４．かなり好き 9.2 7.0 11.7 8.6 7.6 11.8

字を書くこと １．かなり嫌い　 8.7 13.5 3.4 9.4 8.6 8.1

２．わりと嫌い 34.1 46.3 20.5 32.8 34.8 34.7

３．わりと好き 44.8 33.2 57.7 43.5 46.1 44.9

４．かなり好き 12.4 7.0 18.4 14.2 10.5 12.3

長い文章を書く １．かなり嫌い 28.3 38.7 16.7 28.6 31.3 24.5
こと

２．わりと嫌い 43.6 44.2 42.9 45.6 40.3 45.0

３．わりと好き　 23.3 14.1 33.5 20.8 24.3 25.0

４．かなり好き 4.8 3.0 6.9 4.9 4.1 5.5
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１．自分専用の携帯電話・PHSの　　
保有状況について

表４－１は自分専用の携帯電話・ＰＨＳをどの
程度持っているかについてである。今回の調査対
象校は東京周辺にある中学校を対象としている
が、全体の４割が自分専用の携帯電話・ＰＨＳを
持っていると回答している。また男女別では男子
の30.1％に対し女子は46.0％と、女子の保有率が
高い。学年別では１年生は31.2％、２年生では
39.1％、３年生では42.8％と学年が上昇するにつ
れ、保有率が上昇していることがわかる。携帯電
話の利用状況について詳しくみていくが、以下２
節（表４－５）までは、自分の携帯電話・ＰＨＳ
を持っているものを母数としている。
図４－１は携帯電話を持っている期間について

である。最大値は「１～３か月」の26.3％である。
携帯電話の保有期間が「１年以下」は67.1％と多
く、携帯電話を持ってからの期間が比較的短いこ
とがわかる。
図４－２は携帯電話の１か月の通話料金につい

てである。中学生のためか「わからない」が
10.6％、「決まっていない」も7.4％と通話料金に
無関心な層が２割を占める。最大値は「5000円く
らい」で30.0％、１か月の使用料金が「5000円以
上」の割合は49.9％と半数を占め、携帯電話を持
っている中学生はかなり通話料金が高いことがわ
かる。
図４－３は通話料金について、性別・学年別に

みたもので、「5000円以上」の割合を棒グラフで
示した。性別による差はみられないものの、学年
による差が大きい。１年生では36.7％と、自分の
携帯電話を持っている生徒の３人に１人が「5000
円以上」であるのに対し、２年生では51.4％、３
年生では58.9％と６割近くとなっている。
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第４章�

中学生と携帯電話�
深谷野亜�

■表４－１　自分専用の携帯電話・PHSを　　
持っているか×性・学年

（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

はい 37.6 30.1 46.0 31.2 39.1 42.8

いいえ 62.4 69.9 54.0 68.8 60.9 57.2

■図４－1　携帯電話・PHSを持っている�
　　　　　　期間�

26.3 　　　19.6 　9.6 　12.6 11.5  21.5 

■図４－２　携帯電話・PHSの通話料�
�
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■図４－３　携帯電話・PHSの�
　　　　　　通話料×性・学年�

�
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２．携帯電話・PHSをどのように
活用しているか

図４－４は携帯電話・ＰＨＳを学校に持って行
くかどうかをまとめたものである。中学校では、
携帯電話・ＰＨＳを持ってくることを禁止してい
る学校が多いと聞くが、自分専用の携帯電話を持
っていたとしても学校に持って行く割合は8.4％
と全体の１割弱となっている。
表４－２は携帯電話・ＰＨＳの使い道について

まとめたものである。「よくする」と「わりとす

る」を合わせた数値から傾向をとらえると、「友
だちとメールをする」が最も多く89.7％、次いで
「時計がわりにする（85.4％）」「友だちと話をす
る（61.7％）」となっている。大学生の場合、授
業中、携帯電話を辞書がわりに使う光景をよく目
にするが、中学生の場合、ほとんどが学校に持っ
て行かないためか、「辞書がわりにする」割合は
最も低く全体の36.6％となっている。
表４－３は携帯電話・ＰＨＳの使い道を性別・

学年別にまとめたもので、「よくする」と「わり
とする」を合わせた数値が載せてある。差が大き
い項目は、性別では男子は「友だちと話をする」、
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■図４－４　携帯電話・PHSを学校に持って行くか�

26.3 　　　19.6 　9.6 　12.6 11.5  21.5 

（％）�

必ず持って行く   

5.0          11.7        79.9

 3.4

ほとんど持って行く  
あまり持って行かない  

持って行かない�

友だちとメールをする 79.6  10.1   4.0 6.2�
   89.7�
時計がわりにする 56.3  29.1 10.0 4.6�
   85.4�
友だちと話をする 28.1  33.6 31.3 7.0�
   61.7�
親に帰宅時間などを連絡する 30.1  30.4 27.5 12.0�
   60.5�
携帯電話を使って情報を得る 28.6  28.9 26.3 16.2�
   57.5�
辞書がわりにする 19.3  17.3 30.3 33.2�
   36.6

■表４－２　携帯電話・PHSの使い道�
� （％）�

よくする� わりとする� あまりしない� ぜんぜんしない�

�

�

�
�
�
�
�
�

�

�

■表４－３　携帯電話・PHSの使い道 × 性・学年�
（％）�

 男子 女子 1年 2年 3年�

友だちとメールをする 86.7 92.0 84.5 89.4 94.3�

時計がわりにする 81.3 88.5 84.0 82.3 89.8 �

友だちと話をする 64.4 59.6 63.2 59.5 62.7�

携帯電話を使って情報を得る 58.1 57.0 47.6 57.4 65.5�

親に帰宅時間などを連絡する 57.0 63.0 68.4 56.1 58.5�

辞書がわりにする 34.0 38.4 36.8 32.0 40.7 �

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「よく」＋「わりと」する割合�
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女子は「友だちとメールをする」「時計がわりに
する」「親に帰宅時間などを連絡する」の割合が
高い。学年別では、「親に帰宅時間などを連絡す
る」割合は、学年が上がると減少するが、「友だ
ちとメールをする」「携帯電話を使って情報を得
る」といった使い方は学年が上がるごとに増加す
る傾向にある。
表４－４は携帯電話・ＰＨＳを実際に使ってい

て、どんなことで困っているかについてである。
「よくある」と「わりとある」を合わせた数値か
ら、「出会い系のサイトのメールがきた」は
63.2％、「『止めると不幸になる』などのチェーン
メールを受け取った」が54.8％と過半数を占めて

いる。「携帯電話・ＰＨＳを使っていじめられた」
割合は2.5％と最も低いが、「真夜中に何度も電話
が鳴る」は15.4％、「無言電話を受ける」は24.4％
など、１～２割強の生徒が迷惑を感じていること
がわかる。
表４－５は性別でみたもので、「よくある」と

「わりとある」を合わせた数値が載せてある。「真
夜中に何度も電話が鳴る」については男子の方が
経験する割合が高いが、「『止めると不幸になる』
などのチェーンメールを受け取った」「出会い系
のサイトのメールがきた」については女子の方が
経験する割合が高い。
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携帯電話・ＰＨＳを使って 1.4  1.1 6.1 91.5�
いじめられた  2.5�
真夜中に何度も電話が鳴る 5.1  10.3 28.2 56.4�

  15.4�
無言電話を受ける 9.8  14.6 29.5 46.1�

  24.4�
「止めると不幸になる」などの 33.0  21.8 13.1 32.2�
チェーンメールを受け取った  54.8�
出会い系のサイトのメール 43.8  19.4 8.9 27.9�
がきた  63.2

■表４－４　携帯電話・PHSで困ったこと�
（％）�

よくある� わりとある� あまりない� ぜんぜんない�

�

�

■表４－５　携帯電話・PHSで困ったこと × 性�
（％）�

   男子 女子�

携帯電話・ＰＨＳを使っていじめられた 3.2 1.9�

真夜中に何度も電話が鳴る 18.4 13.2�

無言電話を受ける 24.5 24.4�

「止めると不幸になる」などのチェーンメールを受け取った 48.9 59.1�

出会い系のサイトのメールがきた 60.6 65.1�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「よく」＋「わりと」ある割合�
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３．携帯電話・PHSについての規範感覚

表４－６は携帯電話・ＰＨＳについて、どんな
ことが悪いことだと思っているかをまとめたもの
である。「とても悪い」と「かなり悪い」を合わ
せた数値から、「授業中、携帯電話が鳴る」は
92.8％、「授業中、メールを打つ」のは87.2％など、
授業中の携帯電話の利用は約９割の生徒が悪いこ
とだと思っていることになる。最小値となった項
目は「携帯電話の電源を切らずに、電車に乗る」
だが、53.8％が悪いことだと認識しており、全般
的に携帯電話について人に迷惑をかけるような行

動は悪いと認識しているようである。
表４－７はこれを性別・学年別でみたもので

「とても悪い」と「かなり悪い」を合わせた数値
が載せてある。性別でみると、男子の方がすべて
の項目で悪いとする数値が高く、特に「携帯電話
の電源を切らずに、電車に乗る」「学校に携帯電
話を持ってくる」の２項目で差が大きいことがわ
かる。学年別にみると、上の学年の方が「悪い」
と感じる割合が低下していることがわかる。特に
「学校に携帯電話を持ってくる」については１年
生は76.0％が悪いと認識しているのに、３年生は
56.9％と、約20ポイント低下していることがわか
る。

携帯電話の電源を切らずに、 23.2  30.6 33.1 13.0�
電車に乗る   　53.8�
学校に携帯電話を持ってくる 33.3   30.5 26.9 9.3�
   63.8�
電車内で、携帯電話で話を 35.2   37.9 20.9 6.0�
する   73.1�
授業中、メールを打つ 60.3   26.9 9.8 2.9�
   87.2�
授業中、携帯電話が鳴る 69.4  23.4 5.3 1.9�
   92.8

■表４－６　携帯電話についての規範感覚�
�
�

（％）�

とても悪い� かなり悪い� あまり悪くない� ぜんぜん悪くない  �

�

�

�
�
�
�
�
� �

�

■表４－７　携帯電話についての規範感覚×性・学年�
（％）�

 男子 女子 1年 2年 3年�

携帯電話の電源を切らずに、 56.3 51.1 58.6 51.0 51.7�
電車に乗る�
�
学校に携帯電話を持ってくる 69.7 57.2 76.0 57.8 56.9�
�
電車内で、携帯電話で話を 73.4 72.7 74.9 69.2 75.4�
する�
�
授業中、メールを打つ 88.4 86.0 91.8 82.5 87.3�
�
授業中、携帯電話が鳴る 93.3 92.1 95.4 90.4 92.5�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         　「とても」＋「かなり」悪い割合�
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図４－５は「携帯電話や雑誌などで、知らない
人と知り合うのは危険だと思うか」について尋ね
たものである。「とても危険」が24.9％、「わりと
危険」が46.4％と全体の７割を占めるが、逆に
「あまり危険でない」は23.2％、「ぜんぜん危険で
ない」が5.5％など、危機感が薄い生徒もいるこ
とがわかる。
図４－６は今の質問について性別・学年別にま

とめたもので、「とても危険」と「わりと危険」
の数値を抜き出してある。性別でみると、男子は
73.4％であるのに対し女子は68.8％と、女子の方
が知らない人と知り合うのは「危険だ」と感じて
いないことがわかる。また学年別にみても、
75.5％→68.1％→70.1％というように、１年生が
一番「危険だ」と感じる割合が高いことがわかる。
図４－７は実際、携帯電話や雑誌などで、知ら

ない人と「友だちになった」割合をまとめたもの
である。今までみてきたような危機感の薄さを反
映してか、「友だちになったことはない」は全体
の75.2％にすぎず、４人に１人は見知らぬ人と友
だちになっていることがわかる。また全体の
7.1％は「よくある」と回答している。性別でみ
ると、男子よりも女子の方が友だちになる割合が
高い。男子は83.5％が「友だちになったことはな
い」と回答しているが、女子は65.9％と数値が開
いている。知らない人と友だちになった経験が
「よくある」と「ときどきある」を合わせると、
男子は10.7％と１割にすぎないが、女子は23.7％
と４人に１人が、複数回知らない人と友だちにな
った経験があると回答している。学年別にみると、
学年が上がるにつれ、知らない人と「友だちにな
った経験がある」とする割合が増加する。
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■図４－５　携帯電話や雑誌などで知らない人と知り合うのは危険か�
�

26.3 　　　19.6 　9.6 　12.6 11.5  21.5 

（％）�

■図４－６　携帯電話や雑誌などで知らない人と知り合うのは危険か×性・学年�
�
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■図４－７　携帯電話や雑誌などで知らない人と友だちになった経験 × 性・学年�
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４．携帯電話の利用が及ぼす影響

今まで携帯電話の利用状況について分析を進め
たが、ではこのように中学生が携帯電話を利用す
ることはどのような影響をもたらすのであろう
か。この節では携帯電話の利用の影響について
「携帯電話を持っていない層」「携帯電話を短時間
利用している層」「携帯電話を長時間利用してい
る層」の３群に分けて分析を試みている。また、
ここでは通話料金を１か月の使用時間の目安と
し、１か月に2500円くらいまでを「短時間利用し
ている層」、それ以上を「長時間利用している層」
とみなしている。
表４－８は、３群の分布をまとめたものである。
全体に占める割合は、「持っていない層」が
67.0％、「短時間利用している層」が12.9％、「長
時間利用している層」が20.1％という割合になっ
ている。また、携帯電話を「持っていない層」は

男子・低学年に多くなっている。
表４－９は、午前1時以降に就寝する割合をま

とめたものである。携帯電話を「持っていない層」
は17.7％、「短時間利用している層」は21.8％と、
５人に１人の割合であるのに対し、「長時間利用
している層」は34.4％と３人に１人の割合となり、
「長時間利用している層」に夜更かしが多いこと
がわかる。
表４－10は逸脱的な行為をこの１年間した経験

があるかどうかをまとめたものである。大まかな
傾向として、携帯電話を「持っていない層」＜
「短時間利用している層」＜「長時間利用してい
る層」という順で、逸脱行為をした割合が高くな
っている。特に目につくのが「長時間利用してい
る層」である。５人に１人が「夜12時をすぎても
家に帰らない」、３人に１人が「授業に遅刻する」、
７割が「授業中いねむりをする」「ゴミを道に捨
てる」経験を持ち、３群の中で最も逸脱的行為を
した経験が高いことがわかる。

■表４－８　携帯電話の利用×性・学年�
� （％）�

（％）�

（％）�

  全体 男子 女子 １年 ２年 ３年�

持っていない 67.0 59.3 40.7 37.9 33.4 28.7�

短時間利用 12.9 42.6 57.4 35.0 34.2 30.8�

長時間利用 20.1 42.0 58.0 20.9 36.9 42.3�

　　　　　　　　　　　　＊「短時間利用」とは、１か月の通話料金が2500円以下、「長時間利用」とはそれ以上を意味している。�

�

■表４－９　午前１時以降に就寝する割合×携帯電話の利用�
�

 持っていない 短時間利用 長時間利用�

 17.7 21.8 34.4�

　　　　　　　　　　　　�

■表４－10　今の学年になってからの経験 ×携帯電話の利用�
�
 持っていない 短時間利用 長時間利用�

夜12時をすぎても家に帰らない   4.4   7.2 20.6�

授業に遅刻する 20.3 21.1 35.6�

学校に遅刻する 28.3 26.2 43.6�

授業中いねむりをする 45.7 54.4 69.6�

ゴミを道に捨てる 49.3 54.9 68.2�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「したことがある」割合　�
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表４－11は価値観について「とてもそう思う」
と「わりとそう思う」を合わせた数値が載せてあ
る。ここでも表４－10と同様に、携帯電話を「長
時間利用している層」が特徴的である。「成人す
るまでは悪いことをしてもかまわない」「テレビ
で渋谷の高校生を見るとうらやましいと思う」な
ど逸脱的な規範感覚が強い。また、「コツコツや
るのはバカバカしい」「将来よりも今を楽しみた
いと思う」「いい大学に進学しても意味がないと
思う」など、将来の自己実現に向けてのモチベー
ションが低く、「世の中はお金次第だ」「人に迷惑
をかけなければ何をしてもいい」など、非常に冷
めた目を持っている傾向がみられる。
表４－12は母親のタイプについて「とてもそう」

と「わりとそう」を合わせた数値を載せてある。
層ごとに差が大きい項目をあげると、「ブランド
が好き」「あなたに甘い」「携帯電話を手放せない」
「服装などが若い」の４項目で、最大値と最小値
の差が10％以上開いている。この４項目はいずれ
も、携帯電話を「持っていない層」が最小値とな
っている。また最大値については、「携帯電話を
手放せない」「服装などが若い」については、携
帯電話の利用時間による差は小さい。「ブランド
が好き」「あなたに甘い」の２項目については、
携帯電話を「持っていない層」＜「短時間利用し
ている層」＜「長時間利用している層」となって
いる。したがって、中学生に携帯電話を持たせて
いる母親は、いろいろな意味で若い母親であるこ
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（％）�

（％）�

■表４－11　価値観 × 携帯電話の利用�
�
� 持っていない 短時間利用 長時間利用�

成人するまでは悪いことをしてもかまわない   4.5   8.1 15.8�

テレビで渋谷の高校生を見るとうらやましいと思う 12.7 28.8 36.6�

コツコツやるのはバカバカしい 15.0 17.3 26.5�

人に迷惑をかけなければ何をしてもいい 20.3 26.8 38.6�

いい大学に進学しても意味がないと思う 38.0 36.1 48.1�

世の中はお金次第だ 46.5 45.8 56.0�

人より目立つと不安だ 47.1 33.9 26.2�

将来よりも今を楽しみたいと思う 50.7 60.4 63.1�

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」そう思う割合�

■表４－12　家の人（母親）のタイプ × 携帯電話の利用�
�
�
�
 持っていない 短時間利用 長時間利用�

ブランドが好き 12.5 19.6 26.9�

約束を守らない 17.2 18.8 23.6�

あなたに甘い 17.7 20.5 29.1�

携帯電話を手放せない 18.0 25.7 28.3�

服装などが若い 20.8 34.2 31.6�

ボランティアに関心がある 30.3 28.9 26.6�

たくさん友だちがいる 80.1 84.6 83.7�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」そうの割合�
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とが多いが、特に長時間携帯電話を利用させる母
親は親としての意識に乏しいのではないかと推測
される。
表４－13は家の人についてどう感じているかに

ついて「とてもそう」と「わりとそう」を合わせ
た数値が載せてある。「しつけにきびしい親だ」
については携帯電話を「持っていない層」が強く
感じている。また、「悪いことをしても、きちん
と叱れないと思う」「親の生き方はつまらない」
「本当のあなたを知らない」「親の考えは正しいと
思う」の４項目については、「持っていない層」
と「短時間利用している層」ではあまり差はみら
れない。「長時間利用している層」は、自分の親
は悪いことをしても叱れないし、親は自分を理解

しておらず、親の生き方はつまらないし、考えは
正しくない、と感じている傾向が強い。こうして
みると、親との関係についてみた場合、携帯電話
を「持っていない層」と「短時間利用している層」
では、あまり大きな差はみられない。むしろ携帯
電話を長時間利用させるかどうかがキーになって
おり、今回の調査では、携帯電話を長時間利用さ
せる層の親ほど、親意識に乏しく、親子の間で互
いを理解できていない傾向がみられる。
表４－14は学業成績についてまとめたものであ

る。携帯電話を「長時間利用している層」は、数
学・英語・社会共に、成績がクラスの中で「上の
方」「中の上」であるとする割合が低く、勉強は
苦手であるととらえていることがわかる。

（％）�

（％）�

■表４－13　家の人に対してどう感じているか×携帯電話の利用�
�
 持っていない 短時間利用 長時間利用�

悪いことをしても、きちんと叱れないと思う 8.6 9.0 14.6�

親の生き方はつまらない 27.0 28.8 38.6�

本当のあなたを知らない 34.2 33.6 39.1�

しつけにきびしい親だ 53.2 47.3 45.9�

親の考えは正しいと思う 55.3 54.3 43.5�

あなたを信頼している 60.6 64.7 55.1�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」そうの割合�

■表４－14　学業成績 × 携帯電話の利用�
�
�
�
 持っていない 短時間利用 長時間利用�

数　学 33.1 31.1 24.3�

英　語 34.8 37.4 26.1�

社　会 36.8 27.7 22.4�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「上の方」＋「中の上」の割合�

�
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表４－15は人と接するときの自分の対応につい
て「とてもそう」と「わりとそう」を合わせた数
値が載せてある。ここでも携帯電話を「長時間利
用している層」に着目してみると、「人が自分の
思い通りの反応をしないとムカつく」「味や好み
の合わない人とはつきあいたくない」「時間にル
ーズな方だと思う」など、自己中心的な性格を示
す割合が高い。しかし、「聞き上手だと思う」「人
の表情をよむのが得意」など、対人関係を円滑に
するのに役立つことがうまいと回答しているな
ど、「長時間利用している層」のプラスの側面も
みられる。

表４－16は自己評価について「とてもそう」と
「わりとそう」を合わせた数値が載せてある。携
帯電話を「持っていない層」は「勉強が得意」の
割合が高く、逆に「友だちが多い」「おとなから
信頼される」「友だちから信頼される」について
は最小値となっている。「短時間利用している層」
の場合、「おとなから信頼される」「約束をしっか
り守る」「友だちが多い」の３項目が最大値とな
っている。「長時間利用している層」については
中位の項目が多いが、友だちが多く、友だちから
信頼されていると考えている傾向がみられる。

（％）�

（％）�

■表４－15　あなたのタイプ × 携帯電話の利用�
�
 持っていない 短時間利用 長時間利用�

人が自分の思い通りの反応をしないとムカつく 23.9 29.3 34.7�

味や好みの合わない人とはつきあいたくない 26.5 32.9 32.8�

聞き上手だと思う 35.2 43.2 48.7�

人の目を見て話すのが苦手だ 36.6 38.8 36.9�

常に誰かと話したり、一緒にいないと不安だ 36.6 47.7 51.9�

時間にルーズな方だと思う 43.3 41.3 49.2�

人の表情をよむのが得意 46.3 60.2 63.6�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「とても」＋「わりと」そうの割合�

�

■表４－16　自己評価 × 携帯電話の利用�
�
� 持っていない 短時間利用 長時間利用�

勉強が得意 21.7 18.9 16.2�

おとなから信頼される 30.6 48.0 34.5�

友だちから信頼される 44.7 49.7 50.3�

約束をしっかり守る 65.7 72.5 65.3�

友だちが多い 69.1 82.4 78.1�

好きなことにはハマる 90.6 93.2 92.6�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「とても」＋「わりと」そうの割合�

�
�
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５．まとめ

中学生の場合、携帯電話を持っている者は
37.6％と全体の３分の１にすぎないが、持ってい
る場合、①１か月の通話料金5000円以上の割合が
49.9％と高いこと、②携帯電話や雑誌を使って知
らない人と会うのが危険であるとの認識は女子に
低く、学年が上がると危険であるとする割合が低
下する、③４人に１人が、実際知らない人と友だ
ちになった経験を持つ。特に女子34.1％、3年生
は30.5％と、認識同様に、女子・上の学年ほど、
雑誌や携帯電話を通して知らない人と友だちにな
った経験を持つ、など携帯電話に関する教育・し
つけがうまくいっていない傾向がうかがわれる。
携帯電話による影響については、携帯電話を持

つか持たないかではなく、携帯電話を長時間利用
しているかどうか大きな意味を持っているようで
ある。携帯電話を「長時間利用している層」は特
徴的な傾向を示すが、大きく傾向をまとめると、
①就寝時間が遅く、学校や授業の遅刻など生活時
間に乱れがあること、②道にゴミを捨てたり、深
夜12時をすぎても帰宅しないなど、逸脱的行為を
する割合が高いこと、③成人するまでは悪いこと
をしてもいい、コツコツやるのはバカらしいなど、
規範感覚に崩れがみられること、④彼らの母親は
ブランド好きで子どもに甘いなど、「親」らしく
ない母親と認識されていること、⑤親の生き方は
つまらないし、親の意見は正しいとは思っていな
いなど、親に対して否定的な見方をしていること、
といった傾向がみられる。
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●メディア・リテラシーを育てる場

本レポートでふれたように、中学生は多様なメ
ディアに接しながら成長している。しかも、これ
から先、メディアはもっと早いテンポで発展して
いこう。その結果、生徒が洪水のように押し寄せ
る情報の渦の中に埋没する可能性も強まる。それ
だけに、メディアに対し、自分なりに見方を持た
せるための教育、つまり、メディア・リテラシー
の育成が重要になる。
しかし、メディア・リテラシーの育成は言葉だ

けが一人歩きするだけで、実際の取り組みは遅れ
ている。しかし、遅れがちといっても、テレビな
どの視聴態度については多くの試みがなされてき
た。特にテレビが人間形成に及ぼす影響について
は優れた先行研究がみられる。
そうした中で、テレビの情報を適切に取捨選択

するためには先行体験が重要という指摘がなされ
ている。おとなの場合にしても、自分が経験を持
つ領域については、テレビの情報を批判的に選択
して、新しい情報を吸収することができる。しか
し、未知の世界については、真意を確かめる基準
を持てないので、すべてが真実のように思える。
そうした観点をふまえると、先行体験が乏しい

だけに子どもの方がテレビからの影響をストレー
トに受けやすいように思われる。そして、電子メ
ディア社会になると、メディアからの影響はさら
に深刻化すると考えられる。それだけに、メディ
ア・リテラシーを育てる作業が重要になる。
子どもがメディアに最も多く接するのは家庭で

あろう。そうした意味では、家庭でメディアに対
するしつけがなされることが望ましい。しつけが
機能していれば、メディア・リテラシーを育てる
土壌が培われることになる。しかし、個々の家庭
での配慮に限界があると考えられるので、地域の
人とメディアについて話し合う、あるいは、メデ
ィア環境の浄化を考えるなど、地域での働きに期
待したい気持ちがする。

しかし、メディア・リテラシーの育成はきちん
とした指導計画にしたがって体系的に取り組む課
題であろう。それだけに、家庭や地域での育成も
大事だが、メディア・リテラシーの育成を中心と
なって担うのは学校であろう。しかし、これまで、
学校でのメディア・リテラシー育成の取り組みは
あまり進んでいない。

●メディア教育の基本的な視点　　　

メディア・リテラシーの育成を簡略して、メデ
ィア教育と呼びたいと思う。メディア教育はすで
にふれたように、構成要素として、①メディアへ
のアクセス、②情報を取捨選択、③自己発信の３
要素が取り上げられることが多い。この３領域は
見方を変えると、①アクセスし、②取捨選択し、
③表現するという、メディア・リテラシー指導の
ステップでもある。そして、メディア教育という
と、第一段階の①の「アクセス」に関心が集まり
がちになる。
しかし、この10年に限っても、パソコンの操作

は信じられないくらい簡単になった。しかも、ア
クセスのしやすさはこれから先、さらに進むと見
込まれている。われわれおとなは、車のメカを知
らなくとも運転しているし、カメラの仕組みに関
係なく写真を撮る。ハードを正確に知ろうとする
と、高度な専門性が求められる。しかし、一般の
ユーザーはハードを知らなくとも、ソフトを活用
できる。現在のメカの多くは、そうしたハードと
ソフトとの分離の上に成り立っている。それと同
じように、メディア教育にあたっても、①のアク
セスへの過程は可能な限り簡略化して、②の情報
の取捨選択を重要視すべきであろう。実際に、パ
ソコンのソフトは毎年のように更新されるから、
現段階でアクセスを完璧にしても、有効期限は３
年も持たないように思われる。
さらに、③の自己発信について、誰でも発信す

ることはできる。しかし、発信内容が大事で、質
のよい情報を発信するためには、その年齢なりに、
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問題に対して深い理解力や鋭い洞察力を持つこと
が肝要になる。そう考えると、メディアは伝達の
手段であって、質の高い自己発信をするには、作
文指導や読解指導のように日常的な学習の質が問
われる感じになる。
このように考えてくると、メディア・リテラシ

ーを育てるために３段階のステップが認められる
のは確かだが、中心となるのは、②の「情報を取
捨選択する力を育てる」であろう。メディアの伝
達する多様な情報の中から、真意を確かめ、質の
よい悪いを見極め、自分が必要としている情報を
入手する。そうした情報を弁別する力を育てるこ
とは、電子メディア社会に生きるための基本と考
えられる。

●メディア教育の原理

メディア教育というのはやさしい。しかし、そ
うした教育の成果を上げることはそれほど簡単で
ない。これまでの学校の授業と本質的に異なる指
導方針が求められるからである。

１）個別学習が前提
教師が一斉に授業して、情報を伝達するだけで

は、個々の子どもの力はつかない。情報を取捨選
択する力を育てるためには、情報について、一人
ひとりの子どもが自分で調べ、自分なりの判断を
持つことが大事になる。そうした意味では、メデ
ィア教育の前提として個別学習があるといえよ
う。

２）集団学習とのかかわりが大事
しかし、個別学習をするだけでは、自分の考え

が全体の中でどういう位置を占めるかが明らかで
ない。メディア教育にあたって、個別学習と並ん
で、集団学習とのかかわりが大事になる。人の意
見を聞き、自分の考えを作る。集団の中で多様な
考えがあるのを知り、相対の中に自分を位置づけ
る。そうした集団学習の機会を大事にしたい。

３）状況に応じた単元選択
メディア教育にあたっては適時性が重要にな

る。現代という時代、校区の状況、子どもの発達
段階などに応じて単元を選択することが望ましい
ので、単元選択が難問になる。行政的に単元選択
の原則を提示する必要はあろうが、基本的には各
学校、学級に単元選択を任せることになる。それ
だけに、各学校の力量が問われることになる。

４）綿密な指導案作りがカギ
単元選びにあたっては適時性が重要だが、指導

案作りにあたっては綿密な準備が必要であろう。
これまでの教科の指導の場合、教育界に長年の蓄
積があるので、教師の力量に多少の問題があって
も、混乱が生じることは少ない。しかし、メディ
ア教育は未開拓の領域なので、事前の下調べが肝
要になる。学校内外の情報を集め、メディア教育
のモデル作りをする意気込みで指導に取り組んで
ほしい。

５）伝達から支援への転換
メディア教育で大事にしたいのは、子ども自身

の探究心であろう。それだけに、メディア教育に
あたって、教師はこれまでのような情報の伝達か
ら、子どもの学習の支援へ、指導態度を転換させ
る必要があろう。
こう考えてくると、メディア教育を発展させる

には、これまでの学校のあり方を根本から問い直
す態度が必要になる。これまで、日本の学校は知
識伝達型で、そうした学校が多くの問題を抱える
と指摘されてきた。それだけに、メディア教育は
受容型から自発型へ、学校での学習態度を変える
契機となるように思われる。そう考えると、メデ
ィア・リテラシーを育てるために、「メディア教
育」というより、「メディア学習」の観点での掘
り下げが必要となろう。

●メディア学習を進めるために

メディア学習を進めるのに、それぞれが指導案
を公表し、互いに意見を交換しながら、試行錯誤
をくりかえしつつ、質の高い実践を目指す態度が
必要となろう。
それと同時に、メディア学習は個別、少人数

（班学習）、学級のように多様な編成で展開される
ので、①個別学習や少人数学習に使える小さな部
屋や資料室など、従来の校舎とは異なる施設や設
備が求められる。また、②学習の単位が小さくな
ると、担任だけで指導しきれないので、教員の増
員が必要になる。さらに、③個別学習を始めると、
参考書や図鑑はむろん、パソコンなどの費用がか
さむのは理解できようが、①の施設、②の人員な
ど、これまで以上の財政的な支援が必要になる。
不況下で財政難な現在、保護者の協力を求める、
ボランティアの支援を期待する、地域との連携を
図るなど、学校評議員制などを活用して、財政面
での工夫もこらしてほしい気持ちがする。
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資料２　◆学年・性別集計表
単位：サンプル数以外はパーセント�

 2,001 1,057 944 691 688 622�
 691 379 312�
 688 366 322�
 622 312 310�
 1,057�
 944�
 19.0 22.1 15.5 15.6 18.7 23.1�
 41.1 42.0 40.0 45.1 38.7 39.2�
 24.0 21.5 26.8 22.6 26.1 23.3�
 15.9 14.5 17.6 16.7 16.5 14.4�
 91.3 90.4 92.3 93.0 93.1 87.4�
 7.2 7.8 6.6 6.3 5.5 10.1�
 1.1 1.3 0.7 0.6 1.0 1.6�
 0.4 0.5 0.3 0.1 0.3 0.8�
 46.0 41.7 50.7 38.8 47.3 52.5�
 42.5 41.7 43.4 45.2 41.6 40.4�
 8.1 11.2 4.7 11.4 7.7 5.0�
 3.4 5.4 1.2 4.7 3.3 2.1�
 0.9 1.2 0.5 0.6 0.9 1.3�
 42.0 43.6 40.3 41.8 45.0 39.0�
 31.0 29.0 33.3 31.0 30.3 31.7�
 26.1 26.2 25.9 26.6 23.8 28.0�
 33.6 36.3 30.5 36.3 35.1 28.8�
 52.9 52.1 53.7 50.4 51.1 57.5�
 8.6 7.3 10.1 7.1 9.5 9.4�
 5.0 4.3 5.7 6.1 4.4 4.4�
 17.8 29.6 4.6 15.8 23.6 13.5�
 42.3 51.8 31.6 48.0 40.3 38.2�
 21.7 12.3 32.3 23.1 20.7 21.4�
 18.2 6.3 31.5 13.1 15.4 26.9�
 19.4 17.8 21.2 21.1 21.1 15.8�
 55.1 49.6 61.2 48.8 55.1 62.0�
 16.6 20.3 12.4 17.0 16.7 15.9�
 8.9 12.2 5.2 13.0 7.2 6.3�
 1.9 2.7 1.1 1.2 2.2 2.4�
 45.9 42.2 50.0 41.0 48.5 48.3�
 23.7 21.6 26.1 23.6 23.5 24.1�
 28.5 33.6 22.8 34.2 25.8 25.2�
 32.7 38.7 26.0 26.9 35.5 36.0�
 65.8 59.8 72.6 71.3 63.6 62.2�
 1.5 1.5 1.4 1.8 0.9 1.8�
 22.5 24.1 20.7 21.1 23.3 23.3�
 75.6 74.2 77.3 76.9 75.0 75.0�
 1.9 1.7 2.0 2.0 1.8 1.8�
 64.6 76.8 51.0 72.2 66.7 54.0�
 30.4 21.4 40.5 23.5 29.7 39.0�
 4.9 1.7 8.5 4.4 3.7 7.0�
 19.7 22.6 16.6 20.0 16.1 23.4�
 49.3 48.9 49.7 48.8 49.5 49.6�
 26.4 24.3 28.7 25.5 29.4 23.9�
 4.6 4.3 5.0 5.7 5.0 3.1

       　
質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
　　サンプル数�

 

学
年  

性�

新
聞
を
読
む�

テ
レ
ビ
を

見
る�

音
楽
を
き
く�

レ
ン
タ
ル
ビ

デ
オ
を
借
り

に
い
く�

マ
ン
ガ
を�

読
む�

テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
を
す
る�

レ
ン
タ
ル

C
D
を
借
り

に
い
く�

テ
レ
ビ�

ビ
デ
オ�

テ
レ
ビ�

ゲ
ー
ム
機�

（
携
帯
用
も

含
む
）�

1

2

3

4

１．１年 �
２．２年 �
３．３年�
１．男子�
２．女子�
１．毎日読む   �
２．たまに読む�
３．ほとんど読まない  �
４．ぜんぜん読まない �
１．毎日見る �
２．たまに見る �
３．ほとんど見ない �
４．ぜんぜん見ない�
１．毎日きく�
２．たまにきく�
３．ほとんどきかない �
４．ぜんぜんきかない�
１．毎日いく �
２．たまにいく�
３．ほとんどいかない �
４．ぜんぜんいかない�
１．毎日読む�
２．たまに読む�
３．ほとんど読まない�
４．ぜんぜん読まない�
１．毎日する  �
２．たまにする �
３．ほとんどしない�
４．ぜんぜんしない �
１．毎日読む�
２．たまに読む�
３．ほとんど読まない�
４．ぜんぜん読まない�
１．毎日いく�
２．たまにいく�
３．ほとんどいかない�
４．ぜんぜんいかない�
１．あなた専用のものがある�
２．専用ではないが家にある�
３．家にない�
１．あなた専用のものがある�
２．専用ではないが家にある�
３．家にない�
１．あなた専用のものがある�
２．専用ではないが家にある�
３．家にない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない�

ふ
だ
ん
し
て
い
る
こ
と        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

自
分
専
用
の
も
の
が
あ
る
か   

雑
誌（
週
刊
・

月
刊
）を
読

む�

ニ
ュ
ー
ス

番
組�
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 5.1 5.9 4.3 5.1 4.4 5.8�
 20.8 21.3 20.3 19.0 21.3 22.3�
 51.3 49.1 53.7 51.8 48.2 54.2�
 22.8 23.8 21.7 24.1 26.1 17.6�
 52.6 44.9 61.3 54.7 53.1 49.8�
 33.1 38.0 27.7 30.1 33.6 35.9�
 11.6 13.9 9.1 12.4 11.4 11.1�
 2.7 3.3 1.9 2.9 1.9 3.2�
 28.7 27.9 29.6 36.2 28.4 20.6�
 30.9 31.6 30.1 33.6 31.0 27.7�
 29.9 30.9 28.8 23.6 30.4 36.3�
 10.5 9.7 11.5 6.6 10.2 15.3�
 55.4 54.1 56.8 59.0 58.1 48.4�
 30.6 31.4 29.7 25.7 29.5 37.3�
 11.1 10.6 11.6 11.6 10.0 11.6�
 2.9 3.8 1.9 3.6 2.3 2.7�
 45.4 32.9 59.4 43.1 49.0 44.0�
 29.4 33.0 25.5 27.1 27.8 33.9�
 16.4 21.6 10.5 18.7 15.8 14.5�
 8.7 12.5 4.6 11.1 7.5 7.6�
 23.7 36.7 9.1 26.5 22.3 22.2�
 25.7 29.4 21.4 24.7 26.6 25.6�
 33.0 23.7 43.3 33.1 32.8 33.0�
 17.7 10.2 26.1 15.7 18.3 19.2�
 31.7 43.3 19.0 31.1 35.5 28.2�
 48.0 46.0 50.2 49.5 45.4 49.2�
 14.5 8.0 21.6 14.4 15.0 13.9�
 5.8 2.7 9.3 5.0 4.1 8.7�
 8.0 8.4 7.5 8.1 8.4 7.5�
 12.8 12.7 12.8 12.9 11.7 13.8�
 29.7 29.7 29.7 33.1 30.4 25.2�
 49.5 49.1 50.0 46.0 49.6 53.5�
 12.7 13.5 11.8 14.5 11.7 11.7�
 25.4 24.6 26.4 27.6 26.1 22.2�
 30.3 31.6 28.9 31.0 30.1 29.9�
 31.5 30.3 32.9 26.9 32.0 36.2�
 35.3 49.5 19.3 40.0 36.1 29.1�
 31.4 33.4 29.2 32.3 32.6 29.1�
 15.6 9.4 22.5 14.6 15.9 16.3�
 17.7 7.7 29.0 13.1 15.4 25.5�
 21.2 32.6 8.3 19.1 24.3 20.0�
 21.1 27.9 13.4 21.5 21.1 20.5�
 23.6 21.5 26.0 23.0 22.7 25.2�
 34.2 18.1 52.4 36.4 31.9 34.2�
 49.2 47.9 50.7 46.6 49.5 51.9�
 31.1 32.0 30.0 31.5 30.7 31.0�
 12.2 12.6 11.7 14.4 10.7 11.5�
 5.0 5.0 5.0 4.7 6.6 3.7�
 0.8 0.7 0.9 0.9 1.2 0.2�
 1.7 1.7 1.7 1.9 1.5 1.8

ア
ニ
メ�

バ
ラ
エ
ティ
ー

番
組�

音
楽
番
組�

ス
ポ
ー
ツ
中

継
や
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ュ
ー
ス�

対
戦
型
の

ゲ
ー
ム�

4

5

6

7

人
を
殴
っ
た

り
殺
し
た
り

す
る
ゲ
ー
ム�

愛
や
友
情
の

大
切
さ
が
伝

わ
る
ゲ
ー
ム�

１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない �
４．ぜんぜん見ない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない�
１．よく見る�
２．わりと見る�
３．あまり見ない�
４．ぜんぜん見ない �
１．とてもおもしろい�
２．わりとおもしろい�
３．あまりおもしろくない �
４．ぜんぜんおもしろくない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする �
３．あまりしない �
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．読まない�
２．月１冊 �
３．月２、３冊  �
４．月４、５冊くらい�
５．月10冊くらい�
６．それ以上 

 

ど
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
こ
と
が
多
い
か               

　
　
　
　
　
　      

　
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
か  

情
報
・
教
養

番
組�

ド
ラ
マ
や

映
画 

テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
を
お
も
し

ろ
い
と
思
う

か�

文
庫
本
や
単
行
本

（
マ
ン
ガ
以
外
）�

パ
ズ
ル
や
推

理
な
ど
頭
を

使
う
ゲ
ー
ム�

資料２　◆学年・性別集計表
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 67.8 50.8 86.7 65.2 70.5 67.6�
 17.7 24.8 9.9 19.2 17.5 16.5�
 8.7 14.0 2.9 9.2 6.7 10.5�
 3.9 7.0 0.3 4.5 3.2 3.9�
 0.6 1.0 0.0 0.4 0.4 0.8�
 1.4 2.4 0.2 1.5 1.7 0.8�
 57.8 82.6 30.1 64.7 56.0 52.3�
 22.4 10.0 36.3 19.3 22.1 26.2�
 13.3 4.2 23.4 9.3 15.5 15.1�
 4.8 1.8 8.1 4.4 5.3 4.7�
 0.8 0.4 1.2 1.3 0.3 0.6�
 1.0 1.0 0.9 1.0 0.9 1.0�
 64.4 78.2 48.9 65.5 63.4 64.2�
 21.4 14.2 29.3 18.1 22.4 23.8�
 9.0 4.4 14.2 9.6 9.4 8.1�
 3.6 1.7 5.7 4.3 3.5 2.9�
 0.6 0.6 0.5 0.9 0.1 0.6�
 1.1 0.9 1.3 1.6 1.2 0.3�
 13.5 9.9 17.4 12.0 14.3 14.2�
 21.4 20.9 21.9 18.6 23.7 21.9�
 22.2 21.2 23.3 22.2 20.0 24.5�
 17.0 17.4 16.5 17.8 17.4 15.5�
 7.0 7.7 6.2 7.2 7.5 6.3�
 19.0 22.9 14.7 22.2 17.1 17.6�
 42.0 34.7 50.1 39.9 43.2 42.8�
 22.6 21.1 24.2 22.9 25.3 19.2�
 14.6 16.4 12.6 14.6 12.5 17.1�
 12.7 16.7 8.3 13.8 11.4 13.0�
 2.2 3.0 1.3 2.3 2.3 1.9�
 5.9 8.0 3.5 6.4 5.2 6.0�
 18.4 19.7 17.1 17.2 19.7 18.5�
 30.5 30.3 30.6 30.8 32.4 28.0�
 33.9 33.8 34.0 35.5 32.4 34.0�
 17.1 16.2 18.2 16.6 15.6 19.5�
 17.2 15.7 19.0 17.5 15.8 18.5�
 43.1 40.9 45.6 42.3 41.9 45.4�
 31.0 34.0 27.6 29.4 33.5 29.8�
 8.7 9.5 7.8 10.8 8.8 6.3�
 13.5 11.8 15.3 16.3 12.1 11.8�
 25.9 24.8 27.1 27.8 25.4 24.2�
 43.8 44.6 43.0 41.2 44.2 46.4�
 16.9 18.9 14.6 14.7 18.3 17.7�
 24.0 16.1 32.8 22.7 22.6 26.9�
 31.9 28.6 35.5 28.4 33.6 33.8�
 29.9 36.3 22.7 32.2 29.8 27.4�
 14.3 19.0 9.0 16.7 14.0 11.9�
 8.8 9.2 8.3 10.8 8.2 7.3�
 69.7 69.6 69.8 68.0 70.5 70.8�
 17.5 17.7 17.4 16.6 18.6 17.4�
 2.6 2.1 3.2 2.5 2.3 3.1�
 1.3 1.3 1.3 2.2 0.3 1.5

芸
能
を
あ
つ
か
う

雑
誌�

マ
ン
ガ
本 

マ
ン
ガ
雑
誌�

読
む
の
が

め
ん
ど
う

く
さ
い�

7

8

9

難
し
い
漢
字

な
ど
が
多
す

ぎ
る�

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

雑
誌�

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌�

た
め
に
な
っ

た�

家
で
新
聞
を

と
っ
て
い
る

か�

感
動
し
た�

１．読まない�
２．月１冊�
３．月２、３冊  �
４．月４、５冊くらい�
５．月10冊くらい �
６．それ以上�
１．読まない�
２．月１冊�
３．月２、３冊  �
４．月４、５冊くらい  �
５．月10冊くらい �
６．それ以上�
１．読まない�
２．月１冊�
３．月２、３冊 �
４．月４、５冊くらい�
５．月10冊くらい �
６．それ以上�
１．読まない�
２．月１冊  �
３．月２、３冊 �
４．月４、５冊くらい �
５．月10冊くらい   �
６．それ以上�
１．読まない�
２．月１冊�
３．月２、３冊 �
４．月４、５冊くらい�
５．月10冊くらい�
６．それ以上�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある �
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．わりとある �
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない �
１．とっていない�
２．１紙とっている�
３．２紙とっている�
４．３紙とっている �
５．それ以上�
�

平
均
し
て
、
本
や
雑
誌
な
ど
を
月
に
何
冊
く
ら
い
読
む
か
　            

　
　
　
　
　
　
本
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
か
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 53.7 53.4 54.0 57.8 52.7 50.2�
 33.0 33.5 32.6 30.3 31.1 38.2�
 10.9 10.6 11.3 9.5 13.4 9.7�
 2.3 2.5 2.1 2.3 2.8 1.8�
 5.1 6.9 3.1 5.5 4.2 5.6�
 31.4 33.5 29.0 31.4 33.8 28.5�
 54.3 52.5 56.2 54.4 54.3 54.0�
 9.2 7.0 11.7 8.6 7.6 11.8�
 8.7 13.5 3.4 9.4 8.6 8.1�
 34.1 46.3 20.5 32.8 34.8 34.7�
 44.8 33.2 57.7 43.5 46.1 44.9�
 12.4 7.0 18.4 14.2 10.5 12.3�
 28.3 38.7 16.7 28.6 31.3 24.5�
 43.6 44.2 42.9 45.6 40.3 45.0�
 23.3 14.1 33.5 20.8 24.3 25.0�
 4.8 3.0 6.9 4.9 4.1 5.5�
 34.1 42.0 25.3 38.5 32.5 31.1�
 37.6 37.8 37.5 37.2 39.3 36.2�
 22.7 15.9 30.2 18.5 23.1 26.9�
 5.6 4.4 6.9 5.8 5.1 5.8�
 15.4 15.6 15.2 17.4 15.1 13.6�
 47.1 46.0 48.2 46.9 49.0 45.1�
 28.9 29.1 28.8 26.6 28.0 32.6�
 8.6 9.4 7.8 9.2 7.9 8.8�
 20.7 16.5 25.4 21.5 23.2 17.0�
 48.2 46.3 50.2 47.1 47.5 50.1�
 26.0 29.7 22.0 25.7 24.3 28.3�
 5.1 7.5 2.5 5.7 5.0 4.7�
 9.7 9.3 10.2 10.0 9.3 9.9�
 10.7 11.6 9.7 10.0 11.5 10.7�
 23.0 23.3 22.7 25.7 20.0 23.3�
 25.5 23.3 28.0 24.8 26.5 25.3�
 31.0 32.5 29.4 29.6 32.7 30.8�
 86.5 85.5 87.6 88.4 86.8 84.0�
 8.4 9.2 7.5 7.1 8.2 9.9�
 5.1 5.3 5.0 4.5 4.9 6.1�
 32.9 32.8 33.1 32.3 35.0 31.4�
 51.1 51.1 51.2 51.5 48.7 53.5�
 15.9 16.2 15.6 16.2 16.3 15.1�
 60.6 61.7 59.3 60.2 62.1 59.3�
 21.4 21.1 21.7 24.4 18.4 21.3�
 18.1 17.2 19.1 15.4 19.5 19.4�
 13.1 12.6 13.7 12.4 13.4 13.6�
 15.1 15.0 15.2 16.6 14.8 13.8�
 12.4 12.0 13.0 12.3 12.1 13.0�
 22.6 23.6 21.6 24.7 20.8 22.4�
 36.7 36.8 36.5 34.0 38.8 37.2�
 5.2 4.5 6.0 4.7 4.9 6.2�
 12.0 11.5 12.6 13.7 9.2 13.3�
 16.0 15.4 16.7 18.5 13.3 16.3�
 26.9 27.4 26.3 27.0 28.6 24.9�
 39.8 41.1 38.4 36.1  44.1 39.3

長
い
文
章
を

書
く
こ
と�

人
の
前
で
歌

を
歌
う
こ
と�

自
分
の
意
見

を
は
っ
き
り

主
張
す
る
こ

と�

授
業
中
、
手

を
あ
げ
て
発

言
す
る
こ
と�

10

11

12

13

14

字
を
読
む

こ
と�

字
を
書
く

こ
と�

自
分
専
用

の
パ
ソ
コ

ン�

年
賀
は
が
き

な
ど
を
作
る�

家
族
の�

パ
ソ
コ
ン�

学
校
の�

パ
ソ
コ
ン�

１．よく読んでいる�
２．わりと読んでいる�
３．あまり読んでいない�
４．ぜんぜん読んでいない�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い�
３．わりと好き�
４．かなり好き�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い�
３．わりと好き�
４．かなり好き�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い�
３．わりと好き �
４．かなり好き�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い �
３．わりと好き�
４．かなり好き�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い �
３．わりと好き �
４．かなり好き�
１．かなり嫌い�
２．わりと嫌い �
３．わりと好き�
４．かなり好き�
１．毎日のように使う�
２．しょっちゅう使う�
３．わりと使う �
４．あまり使わない�
５．ぜんぜん使わない�
１．ない�
２．あるし、インターネットが使える �
３．あるが、インターネットは使えない�
１．ない�
２．あるし、インターネットが使える�
３．あるが、インターネットは使えない �
１．ない�
２．あるし、インターネットが使える�
３．あるが、インターネットは使えない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない �
５．できない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない �
５．できない�
�

     

次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
嫌
い
か    

　     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
　     

パ
ソ
コ
ン
利
用
の
目
的�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
勉
強
に
関

連
し
た
検
索
を

す
る�

家
の
人
は
本

や
新
聞
な
ど

を
よ
く
読
ん

で
い
る
か�

パ
ソ
コ
ン
を

ど
の
程
度
使

っ
て
い
る
か�
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質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 23.5 23.4 23.5 23.0 22.5 25.1�
 15.9 16.0 15.7 16.3 14.3 17.1�
  9.3 9.3 9.4 10.3 9.2 8.5�
 13.5 13.2 13.8 13.5 14.1 12.9�
 37.8 38.0 37.6 37.0 39.9 36.5�
 13.4 9.1 18.2 12.7 11.5 16.1�
 6.6 4.1 9.3 6.1 5.9 7.8�
  9.5 10.5 8.4 9.5 9.6 9.4�
 26.1 29.0 22.9 28.4 26.2 23.6�
 44.4 47.2 41.2 43.3 46.7 43.1�
 2.3 2.2 2.4 3.7 1.3 1.8�
 4.2 3.7 4.7 6.3 3.7 2.3�
 11.6 10.2 13.2 11.9 11.7 11.3�
 39.0 38.3 39.8 38.3 38.2 40.8�
 42.9 45.6 39.8 39.8 45.1 43.9�
 19.6 22.4 16.5 23.9 18.1 16.4�
 20.5 19.7 21.4 23.6 18.9 18.9�
 18.7 17.4 20.2 15.3 19.0 22.1�
 13.5 12.3 14.8 13.3 12.5 14.8�
 27.7 28.2 27.1 23.9 31.4 27.8�
 2.4 2.1 2.7 2.6 2.2 2.3�
 2.1 2.3 1.9 2.2 1.8 2.5�
 6.5 6.9 6.0 6.3 6.1 7.2�
 32.0 31.2 32.9 33.0 30.2 32.9�
 57.0 57.4 56.5 55.8 59.8 55.2�
 4.9 4.6 5.2 4.6 5.2 4.9�
 4.4 3.6 5.3 4.7 3.7 4.9�
 7.4 6.4 8.5 6.3 7.8 8.1�
 30.9 32.0 29.7 32.9 28.8 30.8�
 52.4 53.4 51.4 51.5 54.4 51.3�
 35.4 36.2 34.5 34.9 38.0 33.1�
 25.9 27.8 23.7 22.3 27.0 28.5�
 22.8 21.8 23.8 23.2 20.5 24.8�
 10.9 9.3 12.7 13.8 9.9 8.8�
 3.5 3.1 4.0 4.0 2.7 3.9�
 1.6 1.8 1.3 1.8 1.9 1.0�
 3.0 1.9 4.3 4.7 2.1 2.3�
 13.5 6.9 21.0 15.1 11.1 14.5�
 23.9 22.7 25.2 19.8 24.5 27.7�
 59.6 68.5 49.5 60.5 62.3 55.5�
 7.0 7.2 6.9 7.3 7.1 6.7�
 14.9 13.1 16.8 15.1 12.9 16.8�
 20.3 17.7 23.2 20.2 19.4 21.4�
 57.8 62.0 53.1 57.4 60.7 55.1�
 9.5 5.8 13.7 10.2 9.5 8.8�
 13.6 9.9 17.8 13.5 12.4 15.0�
 19.7 18.6 21.0 18.3 20.0 21.0�
 57.2 65.7 47.5 58.0 58.1 55.1�
 7.7 6.6 8.8 9.8 8.0 4.9�
 16.7 15.5 18.0 19.8 14.7 15.5�
 21.0 17.5 24.8 16.5 22.4 24.3�
 54.7 60.3 48.4 53.9 55.0 55.3�
�

１．よくする �
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない �
５．できない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
５．できない �
１．よくする�
２．わりとする �
３．あまりしない �
４．ぜんぜんしない �
５．できない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
５．できない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
５．できない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
５．できない �
１．いない�
２．１人いる �
３．２人いる�
４．３人いる�
５．４人いる�
６．それ以上 �
１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない �
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している �
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない �
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない�
�

パ
ソ
コ
ン
利
用
の
目
的       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
利
用�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
趣
味
に
関
連

し
た
検
索
を
す

る�

メ
ー
ル
を
や
り

取
り
す
る�

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

で
英
語
な
ど
を

勉
強
す
る�

ゲ
ー
ム
を
す
る�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
る�

チ
ャ
ッ
ト
を

す
る�

占
い
に
関
連

し
た
サ
イ
ト�

C
D
な
ど
の

ラ
ン
キ
ン
グ

の
サ
イ
ト
�

タ
レ
ン
ト
や

歌
手
の
サ
イ

ト�

テ
レ
ビ
番
組

の
サ
イ
ト�

14

15

16

家
で
パ
ソ
コ
ン
を

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使

っ
て
い
る
人
は
い

る
か
（
自
分
も
含

め
て
）�
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 0.8 1.0 0.5 1.0 0.4 1.0�
 1.3 0.7 2.1 2.1 0.7 1.1�
 10.7 9.9 11.6 9.7 10.8 11.7�
 87.2 88.4 85.8 87.2 88.0 86.2�
  1.0 1.6 0.2 0.9 0.7 1.3�
 0.8 1.1 0.4 1.5 0.7 0.2�
 8.2 9.2 7.2 8.4 7.7 8.6�
 90.0 88.1 92.2 89.3 90.8 89.9�
 1.0 1.5 0.3 0.4 0.7 1.8�
 0.4 0.4 0.4 0.6 0.4 0.2�
 6.0 6.3 5.7 5.6 5.9 6.7�
 92.6 91.8 93.5 93.4 92.9 91.4�
 2.1 3.3 0.7 1.5 1.8 3.1�
 2.2 2.9 1.4 2.5 1.5 2.6�
 10.2 9.9 10.5 7.9 10.1 12.7�
 85.6 83.9 87.4 88.1 86.6 81.5�
 37.6 30.1 46.0 31.2 39.1 42.8�
 62.4 69.9 54.0 68.8 60.9 57.2�
 26.3 27.9 25.1 22.3 25.5 30.1�
 18.6 19.1 18.2 17.3 22.7 15.4�
 9.6 10.7 8.9 11.9 9.0 8.5�
 12.6 12.4 12.7 14.4 12.2 11.6�
 11.5 10.7 12.0 13.4 9.0 12.4�
 21.5 19.1 23.2 20.8 21.6 22.0�
 7.4 7.7 7.3  9.5 6.8 6.4�
 4.6 4.2 4.9 4.3 5.3 4.2�
 9.6 7.7 11.0 13.3 8.7 7.5�
 17.9 20.4 16.0 21.9 16.7 15.8�
 30.0 30.0 30.0 22.4 26.1 40.0�
 13.0 12.8 13.1 9.5 15.5 13.2�
 6.9 6.7 7.0 4.8 9.8 5.7�
 10.6 10.5 10.6 14.3 11.0 7.2�
 5.0 5.1 4.9 0.5 7.5 6.1�
 3.4 3.2 3.5 0.9 4.5 4.2�
 11.7 7.6 14.8 12.3 13.6 9.5�
 79.9 84.1 76.8 86.3 74.3 80.3�
 79.6 72.1 85.2 70.8 81.9 84.5�
 10.1 14.6 6.8 13.7 7.5 9.8�
 4.0 5.4 3.0 5.7 4.5 2.3�
 6.2 7.9 4.9 9.9 6.0 3.4�
 28.1 31.1 25.8 37.3 26.5 22.3�
 33.6 33.3 33.8 25.9 33.0 40.4�
 31.3 28.9 33.1 28.8 32.2 32.5�
 7.0 6.7 7.3 8.0 8.3 4.9�
 30.1 28.0 31.6 35.4 25.8 30.2�
 30.4 29.0 31.4 33.0 30.3 28.3�
 27.5 25.5 29.0 21.2 30.3 29.8�
 12.0 17.5 8.0 10.4 13.6 11.7�
 28.6 28.6 28.6 27.8 29.1 28.8�
 28.9 29.5 28.4 19.8 28.3 36.7�
 26.3 25.7 26.8 29.2 27.9 22.3�
 16.2 16.2 16.2 23.1 14.7 12.1

16

17

１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している �
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない�
１．あるし、よく利用している�
２．あるし、ときどき利用している�
３．あるが、利用していない�
４．そういうサイトを見たことはない �
１．はい�
２．いいえ�
１．１～３か月�
２．４～６か月�
３．７～９か月�
４．10か月～１年�
５．１年１か月～１年半�
６．それ以上�
１．決まっていない�
２．500円くらい�
３．1000円くらい�
４．2500円くらい�
５．5000円くらい�
６．１万円くらい�
７．それ以上�
８．わからない�
１．必ず持って行く�
２．ほどんど持って行く�
３．あまり持って行かない�
４．持って行かない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない �
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする �
３．あまりしない �
４．ぜんぜんしない�
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
利
用          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ど
う
使
っ
て
い
る
か�

中
学
生
が
悩

み
を
語
り
合

う
サ
イ
ト�

ふ
だ
ん
手
に

入
れ
ら
れ
な

い
物
が
手
に

入
る
サ
イ
ト�

自
殺
に
つ
い

て
語
り
合
う

サ
イ
ト�

お
と
な
向
け

の
Ｈ
な
サ
イ

ト�

携
帯
電
話
・
P
H
S
の

通
話
料
は
、
月
に
お
よ

そ
い
く
ら
く
ら
い
か
 

携
帯
電
話
・

P
H
S
を
学

校
に
持
っ
て

行
く
か
�

友
だ
ち
と
メ

ー
ル
を
す
る�

友
だ
ち
と
話

を
す
る�

親
に
帰
宅
時

間
な
ど
を
連

絡
す
る�

携
帯
電
話
を

使
っ
て
情
報

を
得
る�

自分専用の携帯・�
PHSを持っているか�

携
帯
電
話
・
P
H
S

を
持
ち
は
じ
め
て

ど
の
く
ら
い
か
�
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 56.3 54.0 58.1 57.1 50.6 61.5�
 29.1 27.3 30.4 26.9 31.7 28.3�
 10.0 12.4 8.2 9.0 13.2 7.5�
 4.6 6.3 3.3 7.1 4.5 2.6�
 19.3 17.8 20.4 23.1 14.3 21.1�
 17.3 16.2 18.0 13.7 17.7 19.6�
 30.3 30.8 30.0 27.4 32.5 30.6�
 33.2 35.2 31.6 35.8 35.5 28.7�
 9.8 10.5 9.4 13.2 7.9 9.1�
 14.6 14.0 15.0 17.9 12.8 13.6�
 29.5 25.4 32.6 23.6 31.3 32.5�
 46.1 50.2 43.1 45.3 47.9 44.9�
 5.1 7.0 3.8 4.3 4.5 6.4�
 10.3 11.4 9.4 11.4 6.8 12.8�
 28.2 27.0 29.1 22.3 31.3 29.8�
 56.4 54.6 57.7 62.1 57.4 50.9�
 33.0 30.2 35.1 22.6 30.8 43.4�
 21.8 18.7 24.0 17.5 25.5 21.5�
 13.1 13.7 12.7 13.7 13.3 12.5�
 32.2 37.5 28.2 46.2 30.4 22.6�
 43.8 39.0 47.3 43.4 37.4 50.6�
 19.4 21.6 17.8 15.1 24.5 17.7�
 8.9 8.3 9.4 7.1 10.9 8.3�
 27.9 31.1 25.5 34.4 27.2 23.4�
 1.4 2.2 0.7 1.4 0.4 2.3�
 1.1 1.0 1.2 0.5 1.1 1.5�
 6.1 6.1 6.1 3.8 6.4 7.6�
 91.5 90.8 92.0 94.3 92.0 88.6�
 33.3 37.9 28.1 43.2 29.5 26.5�
 30.5 31.8 29.1 32.8 28.3 30.4�
 26.9 22.3 32.0 18.9 32.0 30.1�
 9.3 8.1 10.8 5.1 10.2 13.1�
 60.3 63.6 56.6 70.0 53.0 57.5�
 26.9 24.8 29.4 21.8 29.5 29.8�
 9.8 8.5 11.4 6.6 14.1 8.8�
 2.9 3.2 2.7 1.6 3.4 3.9�
 69.4 71.6 66.8 76.0 63.7 68.2�
 23.4 21.7 25.3 19.4 26.7 24.3�
 5.3 4.5 6.1 3.4 7.3 5.2�
 1.9 2.1 1.7 1.2 2.4 2.3�
 35.2 37.0 33.2 36.0 32.9 36.9�
 37.9 36.4 39.5 38.9 36.3 38.5�
 20.9 20.2 21.7 19.5 23.7 19.4�
 6.0 6.4 5.6 5.6 7.1 5.2�
 23.2 25.9 20.3 25.8 21.8 22.0�
 30.6 30.4 30.8 32.8 29.2 29.7�
 33.1 30.5 36.1 31.5 35.0 33.0�
 13.0 13.3 12.8 10.0 14.1 15.3�
�

18

17

１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくする�
２．わりとする�
３．あまりしない�
４．ぜんぜんしない�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある �
２．わりとある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．よくある�
２．わりとある�
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
１．とても悪い�
２．かなり悪い�
３．あまり悪くない�
４．ぜんぜん悪くない�
１．とても悪い �
２．かなり悪い�
３．あまり悪くない �
４．ぜんぜん悪くない�
１．とても悪い�
２．かなり悪い�
３．あまり悪くない�
４．ぜんぜん悪くない�
１．とても悪い�
２．かなり悪い �
３．あまり悪くない�
４．ぜんぜん悪くない�
１．とても悪い�
２．かなり悪い�
３．あまり悪くない�
４．ぜんぜん悪くない�

辞
書
が
わ
り

に
す
る
�

時
計
が
わ
り

に
す
る
�

無
言
電
話
を

受
け
る
�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
関
連
し
て
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
 
 
 
 
 
 
 
ど
の
程
度
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
か
 
 

�

真
夜
中
に
何

度
も
電
話
が

鳴
る
 

チ
ェ
ー
ン
メ

ー
ル
を
受
け

取
っ
た
�

出
会
い
系
サ

イ
ト
の
メ
ー

ル
が
き
た
�

携
帯
電
話
・

P
H
S
を
使

っ
て
い
じ
め

ら
れ
た
�

学
校
に
携
帯

電
話
を
持
っ

て
く
る
�

授
業
中
、

メ
ー
ル
を

打
つ
 

授
業
中
、
�

携
帯
電
話
が

鳴
る
�

電
車
内
で
、

携
帯
電
話
で

話
を
す
る
�

携
帯
電
話
の

電
源
を
切
ら

ず
に
、
電
車

に
乗
る
�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ど
う
使
っ
て
い
る
か�

�
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質問項目  

                              
全体
  性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 7.1 4.3 10.2 5.0 8.1 8.3�
 9.7 6.4 13.5 5.8 10.9 12.8�
 8.0 5.8 10.4 5.5 9.1 9.4�
 75.2 83.5 65.9 83.8 71.9 69.4�
 1.5 1.4 1.6 1.5 1.5 1.6�
 2.2 1.3 3.3 1.5 2.5 2.8�
 5.4 4.6 6.2 3.1 5.5 7.8�
 90.9 92.7 88.9 94.0 90.6 87.8�
 24.9 26.1 23.5 28.1 22.8 23.7�
 46.4 47.3 45.3 47.4 45.3 46.4�
 23.2 19.5 27.4 19.6 25.7 24.5�
 5.5 7.1 3.7 5.0 6.2 5.4�
 4.5 5.6 3.2 4.4 4.3 4.8�
 18.6 21.1 15.8 18.8 16.9 20.2�
 12.6 13.6 11.3 13.0 12.5 12.1�
 64.3 59.6 69.6 63.8 66.3 62.8�
 58.6 68.1 47.9 63.2 58.2 53.7�
 9.6 11.0 8.0 7.6 11.3 10.0�
 13.7 5.8 22.5 13.0 13.9 14.3�
 4.9 3.5 6.4 5.4 5.2 3.9�
 10.7 8.5 13.2 6.0 9.5 17.5�
 2.5 3.0 2.0 4.7 1.9 0.7�
 0.7 1.1  0.2 0.7 0.3 1.1�
 1.1 1.3 0.9 0.7 0.7 1.9�
 2.9 3.1 2.7 3.4 2.1 3.4�
 4.1 5.1 3.0 3.5 4.0 4.8�
 9.1 11.0 7.0 10.4 6.9 10.0�
 26.9 27.7 26.1 25.5 28.1 27.3�
 25.7 24.9 26.7 23.9 27.8 25.5�
 29.4 25.8 33.5 31.9 30.0 26.0�
 40.7 19.8 64.2 35.4 39.0 48.4�
 5.8 4.9 6.8 8.6 4.0 4.8�
 9.5 11.4 7.3 12.1 9.0 7.1�
 7.3 9.2 5.0 8.9 7.2 5.5�
 13.4 18.5 7.7 13.4 13.8 12.9�
 14.1 21.2 6.1 13.0 16.9 12.3�
 4.6 7.1 1.7 4.5 5.1 4.0�
 4.7 7.8 1.2 4.1 5.0 5.0�
 54.2 53.1 55.5 51.9 56.6 54.1�
 9.8 10.9 8.6 11.3 9.4 8.6�
 10.9 11.2 10.5 12.9 9.6 10.0�
 7.4 7.8 7.0 8.7 6.2 7.3�
 8.1 7.8 8.4 7.5 7.7 9.1�
 5.1 4.4 5.9 3.2 5.8 6.5�
 2.3 2.3 2.3 2.4 2.4 2.1�
 2.2 2.5 1.9 2.1 2.4 2.3

23

22

21

20

19

�

１．よくある�
２．ときどきある�
３．あまりない �
４．ぜんぜんない�
１．よくある �
２．ときどきある�
３．あまりない�
４．ぜんぜんない�
１．とても危険 �
２．わりと危険 �
３．あまり危険でない�
４．ぜんぜん危険でない�
１．受験に力を入れた塾に通っていた�
２．補習に力を入れた塾に通っていた�
３．１．と ２．の中間の塾に通っていた�
４．通っていなかった�
１．運動系の部活動で積極的に活動している�
２．運動系の部活動だがあまり活動していない �
３．文化系の部活動で積極的に活動している�
４．文化系の部活動だがあまり活動していない �
５．退部した�
６.　部活動に入ったことはない�
１．０分 �
２．１～15分�
３．16～30分 �
４．31～45分�
５．46分～１時間以下�
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下�
８．それ以上�
１．０分�
２．１～15分�
３．16～30分 �
４．31～45分�
５．46分～１時間以下�
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下 �
８．それ以上�
１．０分�
２．１～15分�
３．16～30分�
４．31～45分�
５．46分～１時間以下 �
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下�
８．それ以上�

友
だ
ち
に
�

な
っ
た
こ
と
�
直
接
会
っ
た

こ
と
�

テ
レ
ビ
を
見
る
�

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
�

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
�

部
活
動
�

小
学
校
５
、

６
年
の
頃
、

塾
に
通
っ
て

い
た
か
�

携
帯
電
話
な
ど
を
通
し
て
�

友
だ
ち
を
作
る
こ
と
�

携
帯
電
話
な

ど
を
通
し
て

友
だ
ち
を
作

る
こ
と
は
、

危
険
だ
と
思

う
か
�

学
校
が
あ
る
日
の
平
均
的
な
時
間
の
使
い
方
�
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 16.8 17.5 15.9 13.5 25.0 11.3�
 12.1 13.2 10.8 13.5 16.9 5.2�
 15.3 17.5 12.9 19.4 17.5 8.5�
 11.0 11.1 11.0 16.1 11.4 5.2�
 15.6 14.9 16.3 17.8 13.9 14.8�
 16.2 15.0 17.5 13.0 11.0 25.3�
  8.1 6.4 10.0 4.9 3.0 17.3�
 5.0 4.4 5.6 1.8 1.3 12.4�
 33.2 38.6 27.1 30.5 32.5 36.9�
 41.2 46.3 35.5 49.4 38.1 35.5�
 10.6 7.7 13.8 8.7 13.1 10.0�
 4.9 2.2 7.9 4.8 4.9 5.0�
 5.3 2.6 8.3 3.7 6.0 6.3�
 3.3 1.0 5.9 2.5 3.5 3.9�
 0.8 0.7 1.0 0.3 1.0 1.1�
 0.8 1.0 0.5 0.1 0.9 1.3�
 6.0 8.2 3.6 5.1 6.0 7.1�
 24.9 30.2 18.8 27.3 25.8 21.1�
 19.3 19.6 19.1 18.9 20.1 19.0�
 16.3 14.7 18.1 16.2 15.3 17.6�
 11.9 11.4 12.5 10.4 12.9 12.6�
 7.7 5.7 9.9 6.7 6.6 9.8�
 4.8 4.5 5.2 5.1 4.1 5.3�
 9.0 5.7 12.7 10.2 9.1 7.6�
 3.3 4.6 1.8 5.6 2.8 1.3�
 14.8 17.7 11.7 24.7 13.5 5.5�
 31.8 31.5 32.1 38.8 35.2 20.4�
 29.0 25.6 32.8 20.1 30.2 37.4�
 13.2 11.3 15.3 7.6 10.9 21.8�
 5.1 5.7 4.4 1.6 5.3 8.7�
 1.6 1.6 1.5 1.2 0.9 2.8�
 1.2 1.9 0.4 0.4 1.2 2.1�
 4.5 3.5 5.6 5.4 3.9 4.2�
 12.6 11.9 13.4 13.9 12.7 11.0�
 39.3 40.6 37.9 39.6 40.0 38.3�
 43.6 44.0 43.2 41.2 43.4 46.5�
 4.8 4.5 5.2 4.5 3.9 6.3�
 24.9 23.3 26.7 27.0 24.7 22.7�
 46.7 46.4 47.0 47.8 45.8 46.4�
 23.6 25.8 21.1 20.6 25.6 24.6�
 3.0 2.3 3.9 2.5 3.8 2.8�
 17.3 14.4 20.6 14.7 18.2 19.1�
 44.1 44.9 43.3 44.5 45.0 42.8�
 35.5 38.4 32.3 38.2 33.0 35.3�
 7.3 7.7 6.9 6.7 8.1 7.1�
 14.8 16.2 13.4 16.5 13.3 14.7�
 31.1 30.3 32.1 34.5 31.0 27.7�
 46.7 45.8 47.6 42.3 47.6 50.6�
 26.3 26.1 26.6 31.6 21.6 25.5�
 55.3 56.1 54.5 52.1 60.4 53.3�
 14.7 13.6 16.0 13.2 15.0 16.3�
 3.6 4.2 2.9 3.1 3.0 4.9

25

23

24

�

１．０分�
２．１～15分 �
３．16～30分�
４．31～45分�
５．46分～１時間以下�
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下�
８．それ以上�
１．０分�
２．１～15分�
３．16～30分�
４．31～45分�
５．46分～１時間以下�
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下�
８．それ以上�
１．０分�
２．１～15分�
３．16～30分�
４．31～45分�
５．46分～１時間以下�
６．１～２時間以下�
７．２～３時間以下�
８．それ以上�
１．９時頃�
２．10時頃�
３．11時頃�
４．12時頃�
５．１時頃�
６．２時頃�
７．３時頃�
８．それ以降�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない �
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�

学
校
が
あ
る
日
の
平
均
的
な
時
間
の
使
い
方
　
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
の
人
（
で
き
れ
ば
お
母
さ
ん
）
の
タ
イ
プ
�

勉
強
を
す
る
�

友
だ
ち
と
電
話
を
す
る
�

家
の
人
と
話
を
す
る
�

学
校
が
あ
る
日
、
だ
い

た
い
何
時
く
ら
い
に
寝

る
こ
と
が
多
い
か
�

ブ
ラ
ン
ド
が

好
き
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
が

あ
る
 

携
帯
電
話
を

手
放
せ
な
い
�
た
く
さ
ん

友
だ
ち
が

い
る
�

あ
な
た
に

甘
い
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質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
家
の
人（
で
き
れ
ば
お
母
さ
ん
）の
タ
イ
プ
�

 5.6 3.8 7.6 5.1 5.2 6.6�
 19.7 17.8 21.8 18.8 19.5 20.9�
 52.1 54.3 49.6 53.8 52.2 50.0�
 22.6 24.1 21.0 22.2 23.2 22.5�
 5.1 6.2 4.0 4.5 5.0 6.0�
 14.2 13.0 15.5 16.2 12.7 13.5�
 44.6 45.6 43.5 42.5 45.1 46.5�
 36.0 35.2 37.0 36.8 37.1 34.0�
 12.9 12.3 13.6 12.8 14.1 11.8�
 47.7 43.6 52.3 51.5 46.0 45.4�
 31.1 34.1 27.8 28.8 30.4 34.5�
 8.3 10.0 6.3 6.9 9.5 8.4�
 12.2 11.8 12.6 9.2 13.7 13.8�
 23.3 22.8 23.8 21.9 22.0 26.2�
 38.5 40.9 35.9 39.1 41.1 35.1�
 26.0 24.5 27.7 29.9 23.2 24.8�
 11.1 11.6 10.6 11.8 11.0 10.5�
 41.6 42.7 40.5 43.4 41.8 39.5�
 36.0 34.0 38.1 36.0 34.7 37.3�
 11.3 11.7 10.8 8.7 12.5 12.7�
 8.7 8.8 8.7 7.2 9.0 10.2�
 21.8 20.4 23.4 22.7 21.4 21.3�
 49.8 51.4 48.1 49.0 51.0 49.6�
 19.6 19.4 19.8 21.2 18.7 18.9�
 2.4 2.9 1.8 2.3 1.9 3.1�
 7.5 8.7 6.1 7.3 8.1 7.1�
 34.3 37.3 31.1 32.9 37.9 31.9�
 55.8 51.0 61.0 57.4 52.1 57.9�
 20.9 21.3 20.5 21.2 20.4 21.2�
 30.2 29.7 30.8 31.0 29.7 29.9�
 37.8 38.0 37.5 37.0 38.7 37.6�
 11.1 11.0 11.2 10.8 11.3 11.3�
 12.0 14.8 8.8 12.8 9.5 13.8�
 31.4 33.4 29.2 32.4 32.5 29.1�
 38.5 35.4 41.9 37.7 39.8 37.8�
 18.2 16.4 20.1 17.1 18.2 19.3�
 8.7 9.0 8.4 7.3 7.8 11.4�
 30.1 27.9 32.5 27.8 30.0 32.6�
 51.3 51.5 51.1 53.4 51.0 49.4�
 9.9 11.6 8.0 11.5 11.3 6.6�
 7.4 8.0 6.7 8.7 6.1 7.2�
 20.1 20.9 19.3 20.4 19.0 21.1�
 54.8 53.9 55.8 51.6 56.9 56.0�
 17.7 17.3 18.2 19.3 18.0 15.6�
 15.8 14.8 16.9 17.2 12.9 17.6�
 36.5 33.1 40.4 34.4 38.0 37.4�
 38.1 41.2 34.6 38.6 39.9 35.4�
 9.6 10.9 8.1 9.9 9.2 9.7�
 14.7 14.5 14.9 13.7 14.4 16.1�
 30.1 28.7 31.8 27.7 29.3 33.7�
 38.8 38.9 38.8 40.3 40.7 35.2�
 16.3 18.0 14.5 18.2 15.6 15.0

27

25

26

�

１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう �
２．わりとそう �
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない �
１．とてもそう�
２．わりとそう �
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう �
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう �
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない �
１．とてもそう�
２．わりとそう �
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう  �
２．わりとそう  �
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�

服
装
な
ど
が

若
い
 

約
束
を
守
ら

な
い
�

家
の
人
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
な
た
は
、
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
か
�

あ
な
た
を

信
頼
し
て

い
る
�

本
当
の
あ
な

た
を
知
ら
な

い
�

親
の
考
え
は

正
し
い
と
思

う
�

親
の
生
き
方

は
つ
ま
ら
な

い
�

悪
い
こ
と
を

し
て
も
、
き

ち
ん
と
叱
れ

な
い
と
思
う
� し

つ
け
に
き

び
し
い
親
だ
�
人
の
目
を
見

て
話
す
の
が

苦
手
だ
�

聞
き
上
手
だ

と
思
う
�

人
が
自
分
の

思
い
通
り
に

反
応
し
な
い

と
ム
カ
つ
く
� 人

の
表
情
を

よ
む
の
が
得

意
�

時
間
に
ル
ー

ズ
な
方
だ
と

思
う
�
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質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
あ
な
た
は
、次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
か
�

 14.7 9.3 20.7 15.3 13.7 15.1�
 27.0 20.5 34.3 26.8 28.9 25.1�
 41.6 48.6 33.8 41.1 41.1 42.7�
 16.7 21.5 11.3 16.8 16.2 17.1�
 9.6 10.1 9.0 10.1 9.2 9.5�
 18.9 17.1 20.9 18.5 18.8 19.5�
 47.8 48.2 47.4 45.6 49.6 48.3�
 23.7 24.6 22.7 25.8 22.4 22.7�
 3.8 4.8 2.5 2.3 4.7 4.3�
 6.7 7.6 5.7 4.9 8.6 6.6�
 20.2 23.6 16.3 17.9 23.9 18.5�
 69.4 64.0 75.4 74.9 62.8 70.5�
 1.6 2.1 1.1 0.4 2.2 2.3�
 3.9 4.0 3.8 3.6 3.6 4.5�
 18.1 17.5 18.9 19.2 18.1 17.1�
 76.3 76.4 76.2 76.8 76.1 76.1�
 9.1 11.0 7.0 5.7 12.7 8.9�
 12.2 12.6 11.8 8.4 15.5 12.7�
 30.6 30.6 30.5 24.7 31.9 35.6�
 48.2 45.9 50.7 61.2 39.9 42.7�
 10.5 14.0 6.6 11.3 12.0 8.1�
 13.4 15.7 10.9 15.5 12.4 12.2�
 30.3 32.8 27.5 30.6 30.3 30.0�
 45.7 37.5 55.0 42.5 45.3 49.8�
 1.9 2.0 1.8 0.6 2.6 2.6�
 1.8 1.4 2.2 1.5 2.0 1.9�
 6.2 5.5 6.9 3.9 8.8 5.8�
 90.1 91.1 89.0 94.0 86.5 89.7�
 1.4 2.3 0.4 0.4 1.2 2.7�
 0.9 1.1 0.6 0.4 0.7 1.6�
 5.6 7.1 3.9 4.5 6.0 6.4�
 92.1 89.5 95.0 94.6 92.1 89.2�
 4.7 6.7 2.5 3.2 5.3 5.8�
 12.9 12.7 13.1 12.8 13.0 12.9�
 52.0 52.0 51.9 52.5 55.3 47.8�
 30.4 28.5 32.5 31.5 26.4 33.5�
 17.4 20.5 14.0 13.7 19.0 19.8�
 31.2 31.7 30.6 28.2 30.5 35.3�
 35.6 32.7 39.0 40.1 35.7 30.6�
 15.8 15.1 16.5 18.0 14.8 14.3�
 8.6 9.4 7.8 9.9 7.9 8.1�
 32.7 33.0 32.4 35.3 35.0 27.4�
 42.4 41.8 43.0 38.0 42.2 47.5�
 16.2 15.7 16.8 16.8 14.9 17.1�
 7.5 8.4 6.6 4.4 8.9 9.5�
 17.6 16.6 18.8 15.6 18.9 18.6�
 45.9 46.5 45.2 45.8 46.4 45.4�
 28.9 28.5 29.4 34.3 25.8 26.5�
 22.0 22.1 21.9 24.1 21.9 19.8�
 33.1 31.4 35.0 34.4 32.1 32.9�
 34.2 33.8 34.5 31.4 34.3 37.0�
 10.7 12.7 8.5 10.1 11.8 10.3�
�

29

27

28

�

１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．よくする�
２．ときどきする�
３．何回かある �
４．しない�
１．よくする �
２．ときどきする�
３．何回かある�
４．しない�
１．よくする�
２．ときどきする�
３．何回かある�
４．しない�
１．よくする�
２．ときどきする�
３．何回かある�
４．しない�
１．よくする�
２．ときどきする�
３．何回かある �
４．しない�
１．よくする�
２．ときどきする�
３．何回かある�
４．しない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う �
２．わりとそう思う �
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�

常
に
誰
か
と

話
し
た
り
、

一
緒
に
い
な

い
と
不
安
だ
� 味

や
好
み
の

合
わ
な
い
人

と
は
つ
き
あ

い
た
く
な
い
 

今
の
学
年
に
な
っ
て
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
　
 
 
 
 
 
 
 
 
次
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
う
思
う
か
 
 

学
校
に
遅
刻

す
る
�

授
業
に
遅
刻

す
る
�

授
業
中
い
ね

む
り
を
す
る
�
ゴ
ミ
を
道
に

捨
て
る
�

髪
の
毛
の
色

を
変
え
る
�
夜
12
時
を
す

ぎ
て
も
家
に

帰
ら
な
い
 

コ
ツ
コ
ツ
や

る
の
は
バ
カ

バ
カ
し
い
�
世
の
中
は
お

金
次
第
だ
�

人
よ
り
目
立

つ
と
不
安
だ
�

人
に
迷
惑
を

か
け
な
け
れ

ば
何
を
し
て

も
い
い
�

将
来
よ
り
も

今
を
楽
し
み

た
い
と
思
う
�
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質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 2.1 2.3 1.9 1.5 3.1 1.8�
 5.3 4.9 5.6 4.2 6.1 5.5�
 37.6 39.9 35.0 33.1 40.0 39.9�
 55.0 52.9 57.4 61.2 50.8 52.8�
 14.5 14.1 15.0 12.1 14.7 17.0�
 25.1 20.5 30.2 22.9 24.3 28.5�
 38.3 40.5 35.9 40.7 38.4 35.5�
 22.0 24.9 18.8 24.2 22.6 19.0�
 7.6 3.9 11.8 7.7 8.8 6.3�
 12.7 6.6 19.6 13.1 12.4 12.6�
 32.1 30.0 34.4 28.4 33.4 34.8�
 47.6 59.5 34.2 50.8 45.4 46.4�
 32.9 36.8 28.7 35.8 30.1 32.9�
 43.0 41.2 45.0 44.1 43.6 41.1�
 20.4 18.0 23.1 17.6 21.9 21.9�
 3.7 4.0 3.3 2.5 4.4 4.2�
 34.4 41.8 26.0 39.0 31.3 32.5�
 44.2 41.0 47.8 43.5 48.1 40.7�
 18.6 14.0 23.7 15.4 17.0 23.8�
 2.9 3.2 2.4 2.0 3.7 2.9�
 29.9 34.9 24.3 30.8 28.5 30.5�
 41.1 38.7 43.8 42.1 41.4 39.7�
 24.6 21.5 28.2 22.8 25.4 25.8�
 4.4 4.9 3.7 4.4 4.7 4.0�
 60.5 63.1 57.6 57.6 58.9 65.6�
 29.3 27.7 31.1 30.4 30.2 27.1�
 8.3 7.0 9.8 10.3 8.8 5.6�
 1.9 2.2 1.5 1.7 2.2 1.6�
 46.8 48.5 44.9 44.7 43.6 52.7�
 32.2 30.5 34.0 34.8 31.9 29.6�
 16.7 16.2 17.2 16.2 19.6 14.0�
 4.3 4.8 3.8 4.4 4.8 3.7�
 52.0 53.1 50.7 52.5 49.0 54.8�
 37.2 35.6 39.0 35.0 39.0 37.6�
 8.8 8.5 9.1 11.0 8.9 6.1�
 2.0 2.9 1.1 1.5 3.1 1.5�
 65.7 63.7 67.9 63.4 62.3 71.9�
 27.7 28.7 26.7 28.2 31.2 23.4�
 4.8 5.6 3.9 6.7 3.8 3.9�
 1.8 2.0 1.5 1.7 2.6 0.8�
 51.8 52.9 50.6 50.4 49.4 56.0�
 36.5 34.9 38.2 34.9 39.3 35.2�
 9.6 9.6 9.6 11.9 8.7 8.1�
 2.1 2.6 1.6 2.8 2.6 0.8�
 62.2 57.3 67.7 63.9 58.5 64.5�
 29.5 32.9 25.7 27.1 32.6 28.6�
 8.3 9.8 6.6 8.9 8.9 6.9�
 16.6 12.9 20.7 14.8 15.4 20.0�
 27.4 22.0 33.5 28.0 29.7 24.2�
 28.5 30.6 26.1 29.0 26.9 29.7�
 27.5 34.4 19.7 28.2 28.0 26.1

32

31

29

30

�

１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う�
３．あまりそう思わない �
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とてもそう思う�
２．わりとそう思う �
３．あまりそう思わない�
４．ぜんぜんそう思わない�
１．とても必要�
２．かなり必要�
３．あまり必要ではない�
４．必要ではない�
１．とても必要�
２．かなり必要�
３．あまり必要ではない�
４．必要ではない�
１．とても必要�
２．かなり必要�
３．あまり必要ではない�
４．必要ではない�
１．とても必要 �
２．かなり必要�
３．あまり必要ではない�
４．必要ではない�
１．とても必要  �
２．かなり必要�
３．あまり必要ではない�
４．必要ではない�
１．とても必要�
２．かなり必要  �
３．あまり必要ではない �
４．必要ではない�
１．とても必要 �
２．かなり必要 �
３．あまり必要ではない �
４．必要ではない�
１．とても必要�
２．かなり必要 �
３．あまり必要ではない �
４．必要ではない �
１．ある�
２．ないが探している�
３．ない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない  

次
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
う
思
う
か
　                         

将
来
お
と
な
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
知
識
・
技
術
が
必
要
だ
と
思
う
か  

成
人
す
る
ま

で
は
悪
い
こ

と
を
し
て
も

か
ま
わ
な
い�

い
い
大
学
に

進
学
し
て
も

意
味
が
な
い

と
思
う�

テ
レ
ビ
で
渋

谷
の
高
校
生

を
見
る
と
う

ら
や
ま
し
い
計
算
す
る
力�

暗
記
す
る
力�

長
い
文
章
を

読
む
力�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
え
る
能

力�
英
会
話
の

能
力�

自
己
主
張

す
る
能
力�

敬
語
が
き
ち

ん
と
使
え
る

力�

集
団
に
適
応

す
る
能
力 

肩
が
こ
る�

体
調�

つ
き
た
い

仕
事
・
か

な
え
た
い

夢
が
あ
る

か�
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質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 26.6 23.4 30.3 22.9 26.6 30.8�
 39.2 38.5 40.0 41.4 36.8 39.4�
 20.0 19.3 20.8 20.6 22.1 17.1�
 14.1 18.8 8.9 15.1 14.5 12.7�
 15.0 16.4 13.5 15.4 12.3 17.6�
 17.4 15.9 19.1 17.6 16.8 17.9�
 32.5 31.0 34.2 32.3 32.5 32.9�
 35.0 36.7 33.2 34.7 38.4 31.7�
 35.2 33.0 37.7 33.2 32.8 40.1�
 28.9 28.0 29.8 29.5 29.6 27.2�
 22.0 22.1 21.9 23.0 22.8 20.0�
 13.9 16.9 10.6 14.3 14.7 12.7�
 7.2 5.5 9.2 5.7 6.9 9.3�
 11.1 6.5 16.2 8.6 10.8 14.0�
 30.5 28.1 33.1 31.2 31.0 29.0�
 51.3 59.9 41.5 54.5 51.3 47.7�
 17.0 16.2 17.9 14.3 18.3 18.6�
 30.4 29.2 31.8 28.0 30.1 33.4�
 34.5 32.9 36.4 36.5 33.8 33.3�
 18.0 21.7 14.0 21.2 17.8 14.7�
 8.9 8.1 9.8 8.7 7.9 10.2�
 17.5 14.1 21.3 17.4 16.3 18.9�
 42.6 40.7 44.7 40.9 44.1 42.8�
 31.0 37.2 24.2 32.9 31.8 28.1�
 34.6 30.9 38.6 39.7 29.7 34.3�
 51.4 53.8 48.7 49.0 55.5 49.4�
 9.8 10.4 9.1 7.3 10.3 12.0�
 4.3 4.9 3.6 4.0 4.6 4.4�
 20.2 18.0 22.7 24.6 19.2 16.6�
 47.8 46.4 49.4 48.1 50.4 44.6�
 24.0 25.5 22.3 21.5 22.0 28.9�
 8.0 10.1 5.7 5.9 8.4 9.9�
 13.5 15.1 11.8 11.7 14.3 14.7�
 34.3 31.1 37.9 31.9 34.9 36.5�
 36.5 36.7 36.3 39.9 35.4 33.9�
 15.6 17.0 14.0 16.4 15.4 14.9�
 17.6 18.3 16.8 21.2 17.5 13.6�
 55.2 55.9 54.3 55.3 55.7 54.4�
 24.0 22.6 25.5 21.4 22.5 28.4�
 3.3 3.2 3.4 2.0 4.3 3.6�
 4.0 5.7 2.0 3.7 3.8 4.5�
 16.0 18.4 13.4 17.0 14.9 16.2�
 48.2 47.3 49.3 45.8 50.5 48.4�
 31.8 28.5 35.4 33.5 30.8 30.9�
 12.4 15.8 8.7 13.6 11.1 12.6�
 32.3 32.2 32.3 33.0 32.5 31.1�
 42.5 39.4 45.8 41.7 42.4 43.4�
 12.8 12.5 13.2 11.7 14.0 12.8�
 6.0 7.5 4.3 5.4 7.0 5.4�
 26.7 24.1 29.7 25.1 26.7 28.6�
 50.9 52.6 48.9 52.0 49.6 51.0�
 16.4 15.9 17.1 17.4 16.8 15.1

32

34

33

�

１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう �
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない �
１．とてもそう �
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とても楽しい�
２．わりと楽しい�
３．あまり楽しくない�
４．ぜんぜん楽しくない�
１．とても楽しい�
２．わりと楽しい   �
３．あまり楽しくない �
４．ぜんぜん楽しくない�
１．とても楽しい�
２．わりと楽しい �
３．あまり楽しくない�
４．ぜんぜん楽しくない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�

体
　
　
　
　
　
　
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
日
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
か
　
　
　
自
分
が
ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
人
だ
と
思
う
か�

目
が
疲
れ
る�

朝
、
食
欲
が

な
い�

朝
、
な
か
な

か
起
き
ら
れ

な
い�

貧
血
気
味
だ�

や
る
気
が

で
な
い�

い
つ
も
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い

る�

学
校
に
い
る

と
き�
家
の
人
と

い
る
と
き�

１
人
で
い
る

と
き�

友
だ
ち
が

多
い�

勉
強
が
得
意�

や
る
気
が

あ
る�

お
と
な
か
ら�

信
頼
さ
れ
る�
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資料２　◆学年・性別集計表

       　
質問項目  

                              
全体
 　　　性　　別  学　年　別�

　　   男子  女子 １年 ２年 ３年�
 6.6 8.1 5.0 5.4 7.4 7.0�
 40.3 38.9 41.9 40.5 41.7 38.6�
 44.8 44.2 45.4 45.6 42.9 45.9�
 8.3 8.8 7.8 8.5 8.0 8.5�
 8.0 9.0 6.9 7.2 7.2 9.9�
 31.7 26.2 37.7 29.2 32.5 33.4�
 45.2 45.6 44.8 46.8 46.0 42.6�
 15.1 19.1 10.6 16.8 14.3 14.1�
 17.2 17.9 16.4 17.4 16.2 18.0�
 49.4 45.6 53.7 48.5 50.7 49.2�
 28.9 30.7 26.9 29.1 29.2 28.2�
 4.5 5.8 3.0 5.0 3.8 4.5�
 11.8 10.9 12.8 13.4 12.6 9.1�
 23.6 21.0 26.5 24.4 22.8 23.5�
 40.9 41.6 40.1 40.1 42.4 40.2�
 23.7 26.5 20.6 22.0 22.2 27.2�
 58.4 58.6 58.3 59.9 58.4 56.9�
 32.8 31.8 33.9 30.8 34.1 33.6�
 7.2 7.7 6.7 7.3 6.2 8.2�
 1.6 2.0 1.1 2.0 1.3 1.3�
 11.4 15.4 6.9 12.6 11.0 10.5�
 18.7 20.7 16.4 18.2 18.5 19.4�
 28.7 26.7 30.8 28.7 27.2 30.3�
 21.0 19.0 23.3 19.3 22.1 21.7�
 20.2 18.1 22.5 21.2 21.2 18.0�
 13.4 14.1 12.7 16.7 12.1 11.3�
 19.7 17.4 22.4 19.9 20.3 19.0�
 27.4 26.6 28.3 25.2 26.5 30.8�
 20.5 20.3 20.6 20.5 21.9 18.8�
 19.0 21.7 16.0 17.7 19.3 20.1�
 12.3 14.5 9.8 10.0 12.6 14.4�
 19.3 21.1 17.3 17.9 20.0 20.1�
 30.2 29.4 31.1 29.9 29.1 31.8�
 21.0 19.4 22.9 23.4 20.9 18.5�
 17.2 15.6 18.9 18.9 17.4 15.1�
�

34

35

�

１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない �
４．ぜんぜんそうでない�
１．とてもそう�
２．わりとそう�
３．あまりそうでない�
４．ぜんぜんそうでない�
１．上の方�
２．中の上�
３．中くらい �
４．中の下�
５．下の方�
１．上の方�
２．中の上 �
３．中くらい�
４．中の下�
５．下の方 �
１．上の方�
２．中の上�
３．中くらい�
４．中の下�
５．下の方 
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